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本
目
録
は
「
江
戸
川
亂
歩
」
の
書
名
入
り
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

に
記
さ
れ
た
自
筆
稿
本
で
あ
る
。「
日
本
之
部
」「
和
本
目
録
」「
洋
書

目
録
」「
西
洋
に
関
す
る
も
の
邦
人
の
著
及
訳
本
」「
支
那
の
部　

印

度
の
部
」
各
一
冊
に
分
か
れ
て
お
り
、
乱
歩
架
蔵
の
同
性
愛
に
関
す

る
新
旧
様
々
な
資
料
が
、
該
当
ペ
ー
ジ
数
を
付
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。成

立
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
一
冊
目
の
「
日
本
之
部
」
其
一
に
、

「
今
月
（
昭
和
十
一
年
十
月
）
ノ
「
旅
と
伝
説
」
七
九
―
八
五
頁
ニ
」

云
々
と
あ
り
、
同
じ
く
第
一
冊
目
に
「
偉
人
史
叢

平
賀
源
内
（
昭
和
二
十
九

年
）
水
谷
弓
彦
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
一
年
頃
か
ら
昭
和
二

十
九
年
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
範
囲
を
狭
め
る
な
ら
ば
、
一
冊

目
「（
男
色
劇
）」
の
項
最
後
に
貼
ら
れ
た
『
読
売
新
聞
』
昭
和
十
四

年
十
月
七
日
の
夕
刊
（
乱
歩
の
鉛
筆
に
よ
る
メ
モ
書
き
は
「
昭
十
四
、

十
、
六
」  1
）
や
、
同
書
の
「
昭
和
十
六
年
七
月
岩
田
君
ニ
送
レ
ル

カ
ー
ド
の
控
（
コ
ノ
外
ニ
モ
少
々
）」
と
い
う
巻
末
の
メ
モ
書
き
か

ら
、
昭
和
十
年
代
に
集
中
し
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

乱
歩
の
同
性
愛
文
献
に
関
す
る
造
詣
の
深
さ
に
つ
い
て
は
巷
間
に

も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
既
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
  2
。

丁
度
こ
の
頃
は
、
前
出
の
岩
田
準
一
と
始
め
た
同
性
愛
研
究
が
熟
し

た
時
期
で
も
あ
る
  3
。
乱
歩
は
「
同
性
愛
文
学
史
に
つ
い
て

―
岩

田
準
一
君
の
思
出

―
」（『
人
間
探
求　

別
冊　

秘
版
艶
本
の
研

究
』
第
一
出
版
社
、
昭
和
二
十
七
年
五
月
。
の
ち
『
乱
歩
随
筆
』
青

江
戸
川
乱
歩
自
筆
稿
本
『
家
蔵
同
性
愛
関
係
書
』
目
録
　
１

丹　

羽　

み
さ
と

― 
日
本
之
部 

―

は
じ
め
に
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蛙
房
、
昭
和
三
十
五
年
に
加
筆
の
上
、
所
収
さ
れ
た
）
の
中
で
、
早

世
し
た
岩
田
の
真
摯
な
学
究
的
態
度
を
、
南
方
熊
楠
や
稲
垣
足
穂
ら

を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
回
顧
し
て
い
る
。
本
随
筆
に
は
「
同
性

愛
文
学
基
本
文
献
」
と
し
て
、「
古
代
ギ
リ
シ
ァ
」
か
ら
「
西
洋
近

代
」「
中
国
」「
日
本
徳
川
期
」「
日
本
明
治
、
大
正
期
」
ま
で
の
「
同

性
愛
研
究
者
が
典
拠
と
し
て
用
い
る
虎
の
巻
の
類
」
も
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
乱
歩
の
関
心
の
一
端
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
る
。

乱
歩
の
男
色
研
究
と
い
え
ば
、
采
女
と
右
京
の
悲
恋
を
取
り
上
げ

た
「
衆
道
も
く
づ
塚
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
和
十
一
年
九
月
）
な
る
随

筆
が
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
様
々
な
近
世
資
料
が
引
用
さ
れ
て

お
り
、
中
で
も
『
賎
の
お
だ
巻
』『
藻
屑
物
語
』『
本
朝
若
風
俗
』『
墨

水
消
夏
録
』『
狂
歌
若
葉
集
』『
三
十
輻
』
な
ど
は
、
本
目
録
に
も
見

ら
れ
る
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
乱
歩
が
男
色
に
関
す
る
資
料
の
調
査
収

集
と
研
究
発
表
を
、
目
録
の
作
成
と
同
時
期
に
進
め
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
よ
う
。

本
目
録
に
は
当
然
『
藻
屑
物
語
』
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
「
義
理
物
と
浪
漫
物
と
の
融
合
せ
る
作
品
」
と
い
う

一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
（「（
男
色
小
説
）」
の
項
）。
こ
れ
は
、
乱
歩

が
膨
大
な
資
料
を
細
か
く
読
み
進
め
な
が
ら
感
得
し
た
、
次
の
よ
う

な
男
色
文
献
の
分
類
に
依
拠
し
て
い
る
。

純
粋
に
男
色
の
み
を
取
扱
つ
た
文
学
を
次
の
三
つ
の
段
階
に
分

け
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
、
浪
漫
精
神
、
宗
教
的
＝
右
の
仮
名
草
紙

二
、
武
士
の
意
気
地
、
義
理
＝
西
鶴
武
道
物
系
統

三
、
肉
慾
、
し
か
し
極
度
に
洗
練
さ
れ
た
肉
慾
＝
西
鶴
町
人
物

系
統

ち
な
み
に
こ
の
文
章
は
、『
犬
た
ん
か
』『
秋
の
夜
の
長
物
語
』『
鳥

部
山
物
語
』『
松
帆
浦
物
語
』『
嵯
峨
物
語
』『
幻
夢
物
語
』
の
資
料
と

と
も
に
記
さ
れ
て
お
り
、「
右
の
仮
名
草
紙
」
と
は
こ
れ
ら
五
作
品
を

指
し
て
い
る
。

こ
の
分
類
か
ら
、
乱
歩
が
男
色
文
学
を
精
神
と
肉
体
と
に
大
別

し
、
精
神
を
更
に
宗
教
的
な
も
の
と
武
道
的
な
も
の
と
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
階
層
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
藻
屑
物
語
』
に
乱
歩
が
注
目
し
た
の
は
、
宗
教
的
な
武
士
道
と
い
う

男
色
精
神
の
融
合
に
興
味
を
引
か
れ
た
為
で
あ
ろ
う
。
男
色
文
学
、

同
性
愛
関
係
書
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
乱
歩
の
解
釈
は
、
近
年
盛
ん

に
な
り
つ
つ
あ
る
男
色
文
学
研
究
  4
に
、
新
し
い
見
地
を
も
た
ら
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。

乱
歩
の
男
色
研
究
は
古
典
研
究
で
も
あ
る
。
後
年
、
彼
は
西
鶴
本

を
は
じ
め
と
す
る
古
典
籍
の
収
集
家
と
な
っ
た
が
  5
、
本
目
録
を
基

と
し
た
男
色
研
究
の
分
析
は
、
収
集
の
根
源
を
探
る
こ
と
に
も
な
ろ

う
。
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な
お
本
稿
は
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
20
世
紀
に
関
す
る
総
合
的

研
究
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（B

）（2

））16320029

）

の
研
究
成
果
報
告
書
（
平
成
十
九
年
五
月
）
の
掲
載
原
稿
を
加
筆
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
二
回
に
分
け
て
紹
介
す

る
。
本
稿
で
は
其
一
「
日
本
之
部
」
の
み
を
扱
う
。
な
お
、
文
頭
の

「
立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料　

Ｋ
―

11
―

1
」
は
、
資
料
の
請
求
記
号

で
あ
る
。
本
目
録
に
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、

執
筆
当
時
の
時
代
背
景
等
を
鑑
み
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
表
記
と
し

た
。［

凡
例
］

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
統
一
し
、「
ツ
」「
ヤ
」「
ユ
」
な
ど
の
表
記
揺

れ
は
大
文
字
に
統
一
し
た
。

・
新
聞
切
り
抜
き
な
ど
の
添
付
資
料
、
ミ
セ
ケ
チ
、
注
記
の
な
い
頭

注
の
印
（
○
や
✓
）
は
省
略
し
た
。

・
書
名
下
の
漢
数
字
は
巻
数
等
を
示
し
、
書
名
上
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数

字
は
同
性
愛
に
関
す
る
該
当
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

・
論
者
注
記
は
「
＊
」
を
付
し
た
。

立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料
　
Ｋ
―

11
―

1

●
印
は
そ
の
書
全
体
を
同
性
愛
の
み
に
さ
ゝ
げ
し
も
の
。

（
辞
書
　
書
目
）

広
文
庫
（
二
十
巻
）�

物
集
高
見
編

　

男
色
、
稚
児
、
小
姓
、
地
獄
、
か
げ
ま
其
他
の
項
。

群
書
索
引
（
三
巻
）�

同

　

右
同
。

日
本
随
筆
索
引

続
日
本
随
筆
索
引�

太
田
為
三
郎
編

　

広
文
庫
同
様
諸
項
に
参
考
と
な
る
も
の
多
し
。

寛
文
書
籍
目
録��

（「
書
目
集
覧
」
本
）

元
禄
書
籍
目
録�

禿
氏
祐
祥
編

享
保
書
籍
目
録

宝
暦
書
籍
目
録��

（「
書
目
集
覧
」
二
）�

同
編

明
和
書
籍
目
録

右
五
種
は
原
本
写
真
凸
版
な
り
。
今
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

初
期
役
者
評
判
記
の
書
名
多
き
事
な
ど
こ
の
書
目
の
取
柄
也
。

共
ニ
三
百
部
限
定
版
。
東
林
書
房
。

　
　
家
蔵
同
性
愛
関
係
書
（
其
一
）　
日
本
之
部

⎭⎬⎫
⎭⎬⎫⎭⎜⎬⎜⎫
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浮
世
草
子
目
録
（
大
久
保
葩
雪
）

好
色
本
目
録
（
柳
亭
種
彦
）��

�
�

（「
新
群
書
類
従
」第
七
目
書
）

江
戸
狂
歌
書
目
（
蟹
の
家
老
人
）�

近
古
小
説
解
題�

平
出
鏗
二
郎

　

主
と
し
て
仮
名
草
子
の
同
性
愛
に
関
す
る
も
の
の
梗
概
を
見

る
に
便
也
。

　

軟
派
珍
書
往
来�

石
川
巌

　

男
色
篇
は
日
本
男
色
文
学
史
な
り
。
こ
の
種
の
書
中
出
色
の

も
の
。

　

列
伝
体
小
説
史
（
前
篇
）�

水
谷
不
倒

　

主
と
し
て
浮
世
草
子
の
同
性
愛
に
関
す
る
も
の
の
梗
概
を
見

る
に
便
也
。

好
色
書
籍
目
録�
酉
山
堂
主
人
筆
録

　

前
出
種
彦
の
好
色
本
目
録
を
抄
記
し
、
補
遺
を
加
へ
た
る
も

の
。

改
訂
増
補

筆
禍
史�

廃
姓
外
骨

　

男
色
本
散
見
し
、
解
説
も
亦
参
考
と
な
る
事
多
し
。

江
戸
時
代

戯
曲
小
説
通
志�

双
木
園
主
人

　

伝
記
の
部
は
江
戸
作
者
人
名
録
に
て
、
男
色
書
著
者
の
略
伝

を
知
る
に
便
也
。

新修

日
本
小
説
年
表�

朝
倉
無
声

日
本
小
説
年
表
（
近
世
  6
日
本
文
学
大
系
二
十
五
巻
）�

山
崎
麓

江
戸
時
代
小
説
脚
本　

浄
瑠
璃
随
筆

翻
刻
物
索
引�

尾
崎
久
弥

日
本
叢
書
目
録�

浜
野
知
三
郎

国
書
解
題
（
右
叢
書
目
録
を
も
合
綴
せ
り
）�

佐
村
八
郎

武
江
年
表
補
正
略
（
続
燕
石
十
種
第
一
冊
に
あ
り
）�

喜
多
村
信
節

和
漢
事
始

和
漢
三
才
図
絵
（「
日
本
随
筆
大
成
」
本
）�

寺
島
良
安

　

巻
十
人
倫
之
用
の
内
、
男
色
、
殉
死
、
男
変
女
、
女
変
女
等

の
項
。

会
本
雑
考�

封
酔
小
史

　

三
人
連
狎
（
お
伝
三
津
瀬
川
）
の
こ
と
な
ど
。

ゑ
ん
本
手
引
草�

婀
桜
楼
主
人

　

い
ろ
は
別
な
り
。

蔵
春
洞
書
目
解
題
（
謄
写
本
）�

春
洞
主
人
録

嬉
遊
笑
覧
（「
日
本
随
筆
大
成
」
本
）�

喜
多
村
信
節

　

巻
五
の
下
若
衆
か
ぶ
き
以
下
数
項
。　

文
献
引
用
夥
く
、

　

巻
九
の
下
男
寵
以
下
数
項
。　
　
　
　

書
目
の
観
あ
り
。

浮
世
画
百
家
伝�

関
根
只
誠

浮
世
絵
の
顔�

吉
川
観
方

増
補
浮
世
絵
類
考
（「
温
知
叢
書
」
巻
四
）�

笹
屋
邦
教
　
山
東
京
伝

　

作
者
別
解
説
也
。�

式
亭
三
馬
　
蜀
山
人
の
書
入
等

⎭⎜⎬⎜⎫

⎭⎬⎫⎭⎬⎫
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近世

物
之
本
江
戸
作
者
部
類
（「
温
知
叢
書
」
巻
五
）�

解マ
マ

行
山
人

　

天
保
五
年
。
人
名
別
解
説
也
。

日
本
好
色
美
術
史�

原
浩
三

（
一
般
論
　
一
般
史
的
研
究
）

●
神
秘
な
る
同
性
愛　

東
京
共
益
社
版�

沢
田
順
次
郎

　

上
下
合
本
。
医
学
的
研
究
及
内
外
同
性
愛
史
。

●
変
態
性
慾
論　

春
陽
堂
版�

羽
田
鋭
冶

沢
田
順
次
郎

　

同
性
愛
に
最
も
力
を
注
ぐ
。
前
書
と
並
せ
見
る
べ
し
。

闘
性
術　

博
文
館�

高
田
義
一
郎

統
性
術
（
前
書
の
改
題
、
削
除
本
）

　

同
性
愛
の
項
。
和
漢
洋
同
性
愛
史
、
文
献
の
引
用
多
し
。

●
男
色
考　

文
芸
資
料
研
究
会�
花
房
四
郎

　
　

内
外
男
色
史
。

軟
派
珍
書
往
来�
石
川
巌

　
　

男
色
篇
は
日
本
同
性
愛
文
学
史
な
り
。

医
学
以
外
の
医
学�

田
中
香
涯

　
「
男
色
に
関
す
る
史
的
及
文
学
的
考
証
」「
余
説
、
男
娼
と
芝

居
茶
屋
」
の
二
項
。

●
本
朝
男
色
考
（「
犯
罪
科
学
」
切
抜
）�

岩
田
準
一

　
　

日
本
男
色
史
と
し
て
最
も
詳
し
き
も
の
な
り
。

●
稚
児
伝
説
（
雑
誌
切
抜
）�

岩
田
準
一

　
　

稚
児
と
同
性
愛
に
関
す
る
網
羅
的
研
究
。

日
本
奴
隷
史�

阿
部
弘
蔵

　
　

各
時
代
の
男
色
史
参
考
と
な
る
事
多
し
。

日
本
売
笑
史　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
  7

売
笑
三
千
年
史�

中
山
太
郎

　
　

各
時
代
の
男
娼
史
年
考
と
な
る
事
多
し
。

嬉
遊
笑
覧
（「
日
本
随
筆
大
成
」
本
）�

喜
多
村
信
節

　

巻
五
の
下
「
若
衆
か
ぶ
き
」
以
下
、
巻
九
の
下
「
男
寵
」
以

下
は
考
証
詳
し
く
男
色
史
の
観
あ
り
。

寺
院
生
活
（「
日
本
風
俗
史
講
座
」
第
十
巻
）�

圭
室
諦
成

　
　

第
三
章
喝
食
の
節
は
禅
林
男
色
史
で
あ
る
。

遊
女
と
若
衆
（
同
上
第
七
巻
）�

伊
藤
赳

　

一
、
若
道
化
の
社
会
と
女
化
運
動　

二
、
近
世
女
子
結
髪
の

起
源
に
於
け
る
女
化
運
動
の
あ
ら
は
れ
。
若
衆
礼
讃
思
潮
史

で
あ
る
。

日
本
風
俗
史
（
合
本
二
冊
）�

藤
岡
作
太
郎

平
出
鏗
二
郎

　
　

各
時
代
の
男
色
史
を
見
る
べ
し
。

●
岩
津
々
志
（「
三
十
輻
」
巻
一
）�

北
村
季
吟

　

日
本
男
色
文
学
史
也
。
な
ほ
「
軟
派
珍
書
往
来
」
を
並
見
る

べ
し
。
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●
犬
つ
れ
〴
〵
（「
江
戸
時
代
文
芸
資
料
」
巻
四
）�

不
詳

　

日
本
人
の
男
色
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
最
も
情
味
に
富
む
も
の
。

徒
然
草
の
感
情
を
摸
す
。
僧
侶
の
筆
な
ら
ん
と
い
ふ
。
承
応

二
年
刊
。

●
よ
だ
れ
か
け
（
右
同
書
巻
四
）�

楳
條
軒

　

男
色
の
史
的
観
察
詳
細
に
し
て
、
犬
つ
れ
〴
〵
と
並
ん
で
、

日
本
人
エ
ッ
セ
イ
の
中
の
優
。（
和
本
の
部
を
見
よ
。）

●
男
色
十
寸
鏡
（
翻
刻
な
し
。
和
本
の
部
を
見
よ
）

�

三
夕
軒
好
若
居
士

　

普
通
小
説
と
し
て
取
扱
へ
ど
も
小
説
に
非
ず
。
若
衆
と
念
者

と
の
心
得
を
説
け
る
も
の
。
一
種
の
男
色
手
引
草
な
り
。
犬

つ
れ
〴
〵
に
次
い
で
情
味
こ
ま
や
か
な
る
書
。
貞
享
四
年

板
。

守
貞
漫
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   �
喜
田
川
守
貞

　

嘉
永
六
年
序
、
上
巻
第
八
篇
「
男
扮
」
下
巻
第
二
十
篇
の
内

「
男
色
」
廿
一
篇
「
音
曲
」
卅
一
篇
雑
劇
、
卅
二
篇
雑
劇
、
参

考
と
な
る
べ
き
事
甚
だ
多
し
。

徳
川
時
代
之
裏
面　

明
治
四
十
二
年
刊�

秋
山
䔈

　
　

簡
単
な
る
男
色
の
項
あ
る
の
み
。

類聚

近
世
風
俗
志　

上
下
一
冊

（
男
色
地
誌
）

●
男
色
細
見
三
の
朝
（
二
種
の
現
代
刊
本
あ
り
）�

風
来
山
人

　

明
和
五
年
板
。
序
に
江
戸
に
京
と
浪
花
を
加
へ
三
の
朝
と
題

し
云
々
。
右
は
「
平
賀
源
内
全
集
」
上
559
頁
以
下
に
全
文
凸

版
に
よ
る
復
刻
あ
り
。
又
、　　
　
　
　
　

 

巻
一

　
　

に
も
収
む
。
図
入
り
。

東
海
道
名
所
記（�

滑
稽
文
学
全
集�

巻
一
）

（�

温
知
叢
書�

巻
一
）

　

絵
入
。�

浅
井
了
意

　
　

寛
文
中
刊
行
。
10
頁
＝
17
。
242
＝
244

東
海
道
名
所
図
会
（　
　
　
　
　
　

）
下
673

　
　

寛
政
九
年
板
。
白
菊
の
事
。

新
編
鎌
倉
志
（　
　
　
　
　
　
　

 

第
十
九
巻
）

　

延
宝
年
中
徳
川
光
圀
の
命
に
よ
り
編
。
白
菊
の
事
。
貞
享
二

年
板
。
第
六
巻
江
島
児
渕

　
　

江
戸
雀
（
延
宝
五
年
開
板
）�

菱
川
師
宣
絵

　

37
頁　

歌
舞
伎
の
事
。
60
渋
谷
金
王
桜
。

増
補
江
戸
咄
（
元
禄
七
年
開
板

貞
享
三
年
刊

）�

不
詳

　

274
巻
六
第
三　

狂
言
画
の
章
男
色
也
。

岡
場
遊
廓
考
（
未
刊
随
筆
第
一
巻
）

京
童
（
明
暦
四
年
開
板
）�

中
川
喜
雲

未
刊
随
筆
百
種

岡
場
遊
廓

考

日
本
図
会
全
集

大
日
本
地
誌
大
系

以
下
「
近
世
文
芸
叢
書
」
名
所
記　

第
一
巻
よ
り



49

　

297
巻
一　

四
条
河
原
の
章
。
男
色
也
。

京
雀
（
寛
文
五
年
開
板
）�

不
詳

　
　

469
四
条
の
絵
あ
り

難
波
鑑
（
延
宝
八
年
開
板
）�

一
無
軒
道
冶

　
　

489
道
頓
堀
初
芝
居
（
巻
一
）
男
色
也
。

　
　鎌

倉
物
語
（
万
治
二
年
開
板
）�

中
川
喜
雲

　
　

25
白
菊
の
事

河
内
国
名
所
鑑
（
延
宝
七
年
開
板
）�

三
田
浄
久

　
　

373
兒
ヶ
池
の
事
、
句
あ
り
。

　
　（

麓
之
色
）（
明
和
五
年
）�
飯
袋
子

　

57
舞
子
の
事
、
男
舞
、
60
男
色
の
項
は
詳
細
な
る
男
色
史
也
。

か
く
れ
ざ
と�

国
学
者
也
石
橋
真
国

　

安
永
天
明
頃
の
洒
落
本
よ
り
地
誌
を
編
め
る
も
の
。
引
用
書

目
中
、「
道
楽
年
代
記
」「
契
国
策
」
は
男
娼
街
を
記
す
る
意

味
に
て
注
目
す
べ
し
。

廓
中
一
覧
（
一
名
浪
花
青
楼
志
）（
享
和
三
年
）�

不
詳

　
　

415
串や
ら
う
や
し
き

童
宅
の
項　

421
若
衆
女
郎
の
事
。

「
近
世
文
芸
叢
書
」
第
二
巻　

名
所
記
よ
り

近
世
文
芸
叢
書
第
十
巻　

風
俗
よ
り

虚
実
柳
巷
方
言
（
寛
政
六
年
）�

香
具
屋
先
生

　
　

497
舞
台
子
連
名　

498
同
上
心
理
（
大
阪
新
町
也
）

好
色
由
来
揃
（
元
禄
年
間
）�

不
詳

　
　

19
巻
四　

野
良
出
処
並
女
形
芸
衆
形
始
。

芝
と
上
野
浅
草�

三
田
村
鳶
魚

　
　

181
沢
村
田
之
助　

185
青
坊
主
の
自
覚
の
二
章
男
色
也

契
国
策
（
徳
川
文
芸
第
五
巻
）�

不
詳

　

洒
落
本
な
れ
ど
も
江
戸
岡
場
所
の
方
角
図
あ
り
、
男
娼
街
の

こ
と
を
詳
記
す
。
安
永
五
年
刊
。

●
男倡

新
宗
玄
々
経（
徳
川
文
芸
第
五
巻

未
刊
随
筆
第
一
巻
）�

鐘
西
翁

　
　

明
和
頃
の
大
阪
の
男
娼
連
名
を
記
す
。
洒
落
本
。

名
古
屋
市
史　

陰
間
の
項
写
し　

に
あ
り
。

清
見
寺
膏
薬
に
関
す
る
ノ
ー
ト
二
綴　

に
あ
り
。

高
野
山
の
伝
説
（
大
正
十
五
年
板
）�

水
原
堯
栄

　
　

児
ヶ
瀧
の
こ
と

●
宿
場
の
か
げ
ま
茶
屋
（
雑
誌
切
取
）�

岩
田
準
一

●
江
戸
か
げ
ま
の
末
路
（
同
）�

同
人

（
男
色
禁
令
）

芝
居
町
に
御
触
書
（　
　
　
　

 

巻
三
475
）�

未
詳

　

全
文
参
考
と
な
る
事
多
し
。 袋

袋

燕
石
十
種
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慶
安
よ
り
宝
暦
ま
で
。

百
戯
述
略
（　
　
　
　
　

 

三
）
54�

55�

56�

77�

86�=�

91�

斎
藤
月
岑

　
　

明
治
初
年
東
京
府
知
事
の
命
に
よ
つ
て
差
出
せ
る
考
証
。

徳
川
禁
令
考
（
六
巻
）

徳
川
禁
令
考
後
聚
（
六
巻
）

日
本
法
制
史�

瀧
川
政
次
郎

　

右
三
書
は
男
色
禁
令
の
参
考
書
と
し
て
最
も
有
益
也
。

（
男
色
小
説
）

　
　
（
江
戸
及
江
戸
前
期
の
部
）

　
《
源
氏
物
語
、
万
葉
集
、
大
和
物
語
、
今
昔
物
語
、
古
今
著
聞
集
其

他
男
色
あ
れ
ど
も
極
一
部
の
も
の
は
省
略
す
る
。
こ
れ
ら
足
利
前

期
の
文
芸
作
品
に
つ
き
て
は
岩
田
準
一
著
「
本
朝
男
色
考
」
に
詳

細
を
極
め
た
り
、
つ
い
て
見
る
べ
し
。》

と
り
か
へ
ば
や
物
語
（
平
安
朝
）�
未
詳

　

仮
名
草
紙
前
期
の
古
き
作
品
中
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
。
男

色
で
は
な
い
が
、
男
子
女
装
、
女
子
男
装
の
着
想
に
エ
オ
ニ

ズ
ム
の
味
あ
り
、
最
も
著
し
き
文
献
也
。

砂マ
マ

石
集
（
弘
安
六
）�

僧
無
住

　
　
　
　

は
慶
安
五
年
板
、
男
色
二
三
あ
る
の
み
。

犬
た
ん
か
（
室
町
時
代
）

燕
石
十
種
新

家
蔵

　
　
　
　

 　
　
　
　

は
こ
れ
の
改
題
版
本
也
。

●
秋
の
夜
の
長
物
語
（
応
永
頃
）

　
　
　
　
　

は
寛
永
十
九
年
版
。

●
鳥
部
山
物
語
（
応
永
―

応
仁
）�

一
説
深
草
元
政

●
松
帆
浦
物
語�

一
説
兼
裁
法
師

●
嵯
峨
物
語
（
文
明
頃
）

●
幻
夢
物
語
（
文
明
頃
）

　

右
六
書
の
内
「
犬
た
ん
か
」
は
又
「
児
教
訓
」
と
も
い
ふ
。

六
書
と
も　
　
　
　
　
　
　
　

に
収
む
。
又
「
幻
夢
物
語
」

を
除
く
五
書
は　
　
　
　

に
も
収
む
。

　

○
印
の
五
書
は
宗
教
的
無
常
感
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
る
ロ
マ

ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
同
性
愛
小
説
と
し
て
比
ぶ
も
の
な
き
名
作

で
あ
る
。
純
粋
に
男
色
の
み
を
取
扱
つ
た
文
学
を
次
の
三
つ

の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　

一
、
浪
漫
精
神
、
宗
教
的
＝
右
の
仮
名
草
紙

　
　

二
、
武
士
の
意
気
地
、
義
理
＝
西
鶴
武
道
物
系
統

　

三
、��

肉
慾
、
し
か
し
極
度
に
洗
練
さ
れ
た
肉
慾
＝
西
鶴
町
人

物
系
統

花
み
つ

　

児
物
語
に
継
子
い
ぢ
め
を
結
び
つ
け
し
物
語
。　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

に
収
む
。

家
蔵
若
衆
物
語

家
蔵
本

続
史
籍
集
覧
児
物
語
部
類

群
書
類
従

有
朋
堂
文
庫

「
御
伽
草
紙
」
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●
稚
児
の
草
紙
（
伝
元
享
元
年
）�

醍
醐
寺
三
宝
院
蔵

　

詞
書
写
し
は　
　

と　
　
　
　
　
　

�

と
あ
り
。
絵
十
五
ほ
ど

の
内
五
葉
透
写
し
せ
る
も
の
家
蔵
。

　
　
　あ

し
び
き
（
足
利
時
代
）�

不
詳

（
青
葉
の
笛
物
語
）（
一
名｢

仁
明
天
皇
物
語｣

）

　

刊
本
は
寛
文
九
年

監
物
草
子
（
二
重
の
殉
死
）（
慶
長
十
二
年
の
実
話
也
）

（
朽
木
桜
）（
友
の
死
を
は
か
な
み
出
家
）（
足
利
季
世
）

（
小
敦
盛
）

（
西
行
物
語
）

（
信
田
）（
人
買
ひ
）（
幸
若
舞
三
十
六
番
一
也
）

（
新
蔵
人
物
語
）（
女
子
男
装
）

大
仏
物
語
（
問
答
体
若
衆
の
事
あ
り
）（
寛
永
十
九
年
刊
）

（
月
か
げ
）（
一
句
の
み
）（
室
町
季
世
）

（
天
狗
の
大
り
）（
牛
若
）（
万
治
二
年
開
板
）

（
笛
の
巻
）（
牛
若
）（
幸
若
舞
の
本
）

弁
の
草
紙
（
子
）（
文
明
十
八
年
以
後
の
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
斎
（
寛
永
活
字
本
を
最
古
版
と
す
）

　
　
　

 

は
天
和
三
年
板
下
巻
の
み
。
外
に
家
蔵
活
字
本
に
は

写
本

江
戸
軟
派
雑
考

近
古
小
説
解
題
（
平
出
鏗
二
郎
）
よ
り

家
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

り
。
上
巻
に
男
色
の
事
を
長
く
記
す
。

新
竹
斎
（　
　

 

貞
享
四
年
板
）
一
名
「
竹
斎
行
脚
袋
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
も
収
む
。

●
毛
九
津
物
語
（　
　

）�

一
説
林
羅
山

　

明
治
廿
八
年
慶
養
寺
発
行
、
大
槻
如
電
編
。

●
藻
屑
物
語
（　
　
　
　

�

巻
二
380
）�

同

●
雨
夜
物
語
（　
　
　

�

巻
二
）�

同

　

右
三
書
は
源
を
一
に
せ
る
異
本
也
。
対
照
し
て
興
味
深
し
。

　
　
　
　
　
　
　

 

藻
屑
物
語
の
部
及
追
加
を
参
照
す
べ
し
。
三

代
将
軍
の
時
、
浅
草
今
戸
慶
養
寺
に
起
り
た
る
男
色
事
実
物

語
な
れ
ど
、
文
情
あ
り
て
、
仮
名
草
子
に
似
た
る
感
あ
り
。

義
理
物
と
浪
漫
物
と
の
融
合
せ
る
作
品
。

宗
祇
諸
国
物
語
（
貞
享
二
年
）

　
　
　
　

二
三
話
の
み
。

好
色
二
代
男　

巻
四
、
三
、
四
、
π
也

　
　

�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
せ
字

書
入
本
）

好
色
一
代
男
（
天
和
二
年
）

　
（
巻
一
）
十
才
。（
巻
二
）
十
四
才
、
十
九
才
。（
巻
四
）
卅
二

才
。（
巻
五
）
卅
八
才
。
巻
五
、
四
十
一
才
。
男
色
也
。

明
倫
叢
書
外
集
「
竹
斎
物
語
」  

滑
稽
文
学
全
集
第
一
巻

家
蔵

滑
稽
文
学
全
集
第
一
巻

家
蔵

燕
石
十
種

三
十
輻

近
古
小
説
解
題

家
蔵

日
本
名
著
全
集
本
「
西
鶴
名
作
集
」
上
よ
り
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好
色
五
人
女
（
貞
享
三
年
）

　
（
巻
四
）
第
五
話
。（
巻
五
）
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
。

男
色
あ
り
。

好
色
一
代
女
（
貞
享
三
年
）

　
（
巻
一
）
第
二
話
。（
巻
二
）
第
三
話
。
男
色
あ
り
。

（
本
朝
二
十
不
孝
）（
貞
享
三
年
）

　
（
巻
四
）
第
四
話
。
純
衆
道
に
は
非
ず
。

●
男
色
大
鑑
（
本
朝
若
風
俗
）（
貞
享
四
年
）
全
八
巻

　

前
四
巻
二
十
話
は
武
道
若
衆
。
後
四
巻
二
十
話
は
売
色
若

衆
。
男
色
の
あ
ら
ゆ
る
型
、
あ
ら
ゆ
る
心
理
を
描
き
尽
せ
る

観
あ
り
。
衆
道
経
典
と
も
い
つ
つ
べ
し
。

武
道
伝
来
記
（
貞
享
四
年
）
原
本
零
本
所
蔵

　
（
巻
一
）
第
一
、
第
二
、
第
三
。（
巻
三
）
第
一
、
第
二
、
第

三
、
第
四
。（
巻
四
）
第
一
、
第
四
。（
巻
五
）
第
二
。（
巻

六
）
第
四
。（
巻
七
）
第
二
。（
巻
八
）
第
二
の
十
三
話

　

男
色
又
は
男
色
が
ゝ
り
た
る
話
也
。「
大
鑑
」
に
つ
い
で
男
色

多
き
書
。

　
　西

鶴
置
土
産
（
元
禄
六
年
）

懐
硯　

巻
一
、
巻
二
π
あ
り

同
上　

西
鶴
名
作
集　

下

武
家
義
理
物
語
（
巻
一
）
第
三
。（
巻
六
）
第
四
。　
　
　

 

家
蔵

　
（
巻
三
）
第
一
。（
巻
五
）
第
一
。
男
色
の
こ
と
あ
り
。

（
西
鶴
織
留
）（
元
禄
七
年
）

　
　
（
巻
五
）
第
一
。
切
戸
の
文
珠
の
こ
と
。
男
色
に
は
非
ず
。

西
鶴
俗
つ
れ
〳
〵
（
元
禄
八
年
）

　
　
（
巻
三
）
第
二
。
飛
子
の
こ
と
あ
り
。

万
の
文
反
古
（
元
禄
九
年
）

　
　
（
巻
三
）
第
一
。
男
色
惚
気
消
息
文
。

　
　御

前
義
経
記
（
元
禄
十
三
年
）�

西
沢
与
志

　

73
（
巻
一
）
一
。（
巻
二
）
四
。（
巻
五
）
一
。
其
他
全
篇
に

亙
り
男
色
の
事
出
ず
。

傾
城
色
三
味
線（
帝
文｢

珍
本
全
集｣

上
）

（
元
禄
十
五
年
）

�

江
島
其
磧

　
　

大
阪
巻
第
五
。
263
其
他
可
調
。

色
道
大
全

傾
城
禁
短
気
（
正
徳
元
年
）　　
　
　
　
　
※
頭
注
「
二
宗
論
」

�

江
島
其
磧

　
　

女
若
両
道
二
宗
論
を
は
じ
め
全
篇
に
男
色
の
こ
と
あ
り
。

●
新
版
絵
入

新
小
夜
嵐
（
正
徳
五
年
）�

一
説
西
鶴

　

集
巻
頭
の
解
説
を
見
る
べ
し
。
地
獄
に
於
け
る
衆
道
者
生
活

を
見
物
し
て
廻
る
趣
向
。
文
面
白
く
挿
絵
又
甚
だ
よ
ろ
し
。

輪
講
本

日
本
名
著
全
集
本
「
浮
世
草
子
集
」
よ
り

原
本
所
蔵
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（
徳
川
文
芸
類
聚
第
三
巻
に
収
む
る
。「
新
小
夜
嵐
」
は
同
名

異
本
也
。）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
年
代
記
さ
ず
）

諸
国
物
語
＊
頭
注
「（
上
巻
）」�

其
磧

　
（
巻
三
）
全
部
男
色
也
。
三
話
。

（
世
間
娘
気
質
）
＊
頭
注
「（
サ
デ
イ
ズ
ム
）」�

其
磧

　
（
巻
四
）
478
に
責
め
の
サ
デ
イ
ズ
ム
の
話
あ
り
。
珍
ら
し
け
れ

ば
。

風
流
軍
配
団�

自
笑

其
磧

　
　
（
巻
一
）
第
一
話
。（
巻
二
）
第
二
。
男
色
也
。

風
流
曲
三
味
線
＊
頭
注
「
下
巻
」�

其
磧  

　
（
巻
一
）
第
一
、
第
二
。（
巻
二
）
第
三
。（
巻
三
）
第
一
、
第

五
。（
巻
四
）
第
一
。
二
宗
論
そ
の
他
創
意
多
し
。
又
西
鶴
の

剽
窃
も
あ
り
。

鬼
一
法
眼
虎
の
巻
（
享
保
十
八
年
序
）�

其
磧

　
（
巻
三
）
第
一
、
第
二
、
第
三
。（
巻
四
）
第
一
。
其
他
全
体

に
亙
り
衆
道
色
あ
り
。
牛
若
を
主
人
公
と
し
て
女
装
な
ど
よ

ろ
し
く
あ
り
。

（
傾
城
禁
短
気
）（
傾
城
色
三
味
線
）
前
項
を
見
よ
。

帝
国
文
庫　

其
磧
自
笑
傑
作
集　

上
下

原
本
所
蔵

傾
城
情
の
手
枕
（
寛
保
四
年
序
）�

其
磧

　
（
巻
三
）
第
一
。（
巻
四
）
第
一
、
第
二
、
第
三
。（
巻
五
）
第

一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
。「
野
傾
旅
葛
籠
」
ノ
改
題
改
竄
本

也
《
右
に
抜
書
し
た
外
に
も
自
笑
其
磧
の
作
に
は
殆
ん
と
例

外
な
く
男
色
味
を
含
む
》

　

好
色
二
代
男
（
江
戸
文
学
研
究
会
編

浮
世
草
子�

巻
六

）
＊
頭
注｢

（
女
性
同
性
愛
）｣�

西
鶴

　
（
巻
二
）
第
四
、
サ
フ
イ
ズ
ム
也
。
珍
ら
し
や
。（
巻
七
）
第

三
、
男
色
あ
り
。

好
色
三
代
男
（
同
上
）�

西
鶴

　
（
巻
四
）
第
三
、
第
四
。

（「
友
三
味
線
」
に
は
π
な
き
様
也
。
尚
可
調
）

徒
然
時
勢
粧
（
刊
本　
　
　
　
　
　

ノ
内
）�

錦
文
流

　

享
保
五
年
刊
。
巻
六
の
終
り
の
方
。「
男
色
百
物
語
」

（
色
道
懺
悔
男
）（
宝
永
四
年
刊
。
右
刊
本　
　
　
　
　

の
内
）

　
＊
頭
注
「（
藤
の
丸
膏
薬
）」�

京

善
教
寺
猿
算
作

　
　

175
―

178
巻
三
に
清
見
寺
膏
薬
の
事
。
挿
絵
あ
り
。

椀
久
一
世
の
物
語
（
貞
享
二
。
右　
　
　
　
　

の
内
）�

不
詳

　
　
（
巻
上
）
三
。
野
良
也
。

　
　懐

硯
（
貞
享
四
年
序
）�

一
説
西
鶴

風
流
友
三
味
線

今
源
氏
空
船

今
源
氏
空
舟

帝
国
文
庫　

珍
本
全
集　

上
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（
巻
一
）
第
五
。（
巻
五
）
第
五
。

（
梅
若
丸
一
代
記
）（
天
明
八
年
）
＊
頭
注
「（
梅
若
丸
）」�

自
笑

其
磧

　
　

別
に
男
色
は
な
け
れ
ど
人
買
ひ
の
事
。
梅
若
丸
の
こ
と
。

寛
濶
役
者
気
質
（
正
徳
年
間
）�

其
磧

　
　
（
巻
下
）
第
三
、
第
四
。

熊
谷
女
編
笠
（
寛
政
九
年
）�

錦
文
流

　
　
（
巻
二
）
第
三
。

諸
国
武
道
容
気
（
寛
政
八
年
）

　
　
（
巻
四
）
第
四
少
し
。

正
月
揃
（
元
禄
元
年
）
＊
頭
注
「（
男
色
長
歌
）」�

白
眼
居
士

　
　
（
巻
三
）
第
三
。
男
色
長
歌
あ
り
。
珍
な
り
。

鎌
倉
諸
芸
袖
日
記
（
寛
保
三
年
）�

自
笑

其
磧

　
　
（
巻
二
）
第
二
。（
巻
三
）
第
一
少
し
。

　
　諸

道
聴
耳
世
間
猿
（
明
和
三
年
序
）�

私
訳
太
郎
（
上
田

秋
成
）

　
　
（
巻
三
）
第
三
。

御
前
義
経
記
（
元
禄
十
三
年
）�

西
沢
一
風

　
　
（
巻
一
）
第
一
。（
巻
五
）
第
一
。
又
巻
二
第
四
、
巻
四
第
一

雨
月
物
語
（
別
に
「
上
田
秋
成
全
集
」
本
あ
り
）�

上
田
秋
成

　
　

菊
花
の
契
。
青
頭
巾
。

同
上　

珍
本
全
集　

中

棠
大
門
屋
敷�

錦
文
流

　
　
（
巻
四
）
第
二
。

　
　武

道
真
砂
日
記
（
安
永
元
年
）�

月
尋
堂

　
　
（
巻
三
）
勇
の
部
一
話
。

禁
短
気
三
編
（
明
和
二
年
）�

自
笑

　
　
（
巻
一
）
第
二
。
古
市
中
ノ
地
蔵
。（
巻
四
）
四
話
全
部
男
色
。

　
　略

縁
起
出
家
形
気
（
明
和
六
年
）�

自
笑

　
　
（
巻
一
）
第
三
。（
巻
三
）
第
一
。（
巻
四
）
第
二
、
第
三
。

浮
世
親
仁
形
気　
　

巻
一
、
野
良
を
楽
し
む
男
色
親
父

小
児
養
育
気
質
（
安
永
二
年
）�

永
井
堂
亀
友

　
　
（
巻
五
）
第
二
。

当
世
銀
持
気
質
（
明
和
七
年
）�

同
上

　
　
（
巻
五
）
第
二
。

　
　諸

商
人
世
帯
気
質�

其
磧

　
　
（
巻
二
）
第
一
、
役
者
の
台
所
、
香
具
売
。

同
上　

珍
本
全
集　

下

同
上　

気
質
全
集

同
上
続
気
質
全
集
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●
和
国
小
性
気
質
（
延
享
三
年
）�

洛
九
二
軒
鱗
長

　

全
部
男
色
也
。「
男
色
大
鑑
」
と
同
じ
短
篇
集
。
こ
れ
は
こ
れ

に
て
又
特
色
あ
り
。「
木
芽
漬
」
と
三
部
合
せ
て
男
色
三
大
小

説
集
と
い
ふ
べ
し
。　
　
　
　

 

小
説
年
表
に
元
禄
六
年
刊

「
男
色
子
鑑
」
の
改
題
再
版
、
又
宝
暦
十
二
年
に
至
り
「
囁
千

里
新
語
」
と
改
題
再
版
と
あ
れ
ど
、
そ
の
「
囁
千
里
」
は
所

蔵
す
れ
ど
も
同
本
に
は
非
ず
。
内
容
も
異
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
男
色
木
芽
漬
（
享
保
三
年
）�

漆
屋
園
斎

　

全
部
男
色
也
。「
大
鑑
」
と
同
形
式
な
れ
ど
、
筋
の
面
白
き
も

の
多
く
、
又
別
の
味
ひ
あ
り
。 

●
好
色
江
戸
紫（
貞
享
三
年
）享
保
元
年
「
武
道
江
戸
紫
」
ト
改
題
再
版
ス�

石
川
流
宣

　

衆
道
を
中
心
と
せ
る
長
篇
小
説
也
。
古
山
師
重
の
名
挿
絵
と

共
に
珍
重
す
べ
き
も
の
。 

●
色
の
染
衣
（
貞
享
四
年
）�

江
戸
立
羽
不
角

　

こ
れ
も
衆
道
長
篇
也
。
外
に
「
風
流
比
翼
鳥
」
と
並
せ
て
、

短
篇
集
の
「
大
鑑
」「
木
芽
」「
和
国
」
に
対
照
し
、
こ
れ
は

長
篇
の
三
大
作
と
云
ふ
べ
し
。　
　
　
　

 

な
ほ
長
篇
に
つ
き

て
は
「
列
伝
体
小
説
史
」
参
照
。

（
野
傾
友
三
味
線
）（
野
傾
色
競
馬
）（
宝
暦
五
年
）
＊
頭
注
「（
前
出
）」

�

団
水
或
は
一
風

原
本
所
蔵

原
本
所
蔵

零
本
巻
二
所
蔵

零
本
所
蔵

　

半
ば
男
色
也
。　
　
　
　
　
　
　

役
者
色
仕
組�

其
磧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
男
色
鑑
（
宝
暦
二
年
）
黒
本
（
再
刷
）
青
本
。

　
　

詞
の
み
の　
　
　
　

 

を
所
蔵
。
絵
本
也
。

囁
千
里
新
語
（
宝
暦
十
二
年
）

　

小
説
年
表
に
い
ふ
所
と
全
く
異
り
男
色
は
あ
れ
ど
も
一
部
分

の
み
に
て
、
文
体
も
異
り
面
白
か
ら
ぬ
本
也
。「
和
国
小
性
形

気
」
と
は
似
ぬ
も
の
也
。　

芝
居
万
人
葛か
づ
ら

（　
　

 

年
代
作
者
不
詳
）

　

小
説
年
表
に
も
な
し
。
八
文
字
屋
類
似
の
種
本
。
男
色
あ
り
。

　
　
　

（
五
ヶ
津
余
情
男
）（
二
）
6�

都
の
花
風

　
　

元
禄
十
五
年
板
。
男
色
の
事
は
一
頁
程
。

野
傾
友
三
味
線
（
二
）�

北
条
団
水
或
は

西
沢
一
風　

　

宝
永
五
年
板
。
巻
一
女
若
二
宗
論
。
巻
二
ノ
一
、
三
。
巻
三

ノ
一
、
三
。
巻
四
ノ
一
、
三
。
巻
五
ノ
五

（
猿
源
氏
色
芝
居
）（
二
）
461 

484 

486�

九
二
軒
鱗
長

　
　

享
保
三
年
。
男
舞
、
踊
子
の
事
。
参
考
す
べ
し
。

本
朝
浜
千
鳥
（
三
）�

京
永
井
正
流

零
本
巻
三
所
蔵

零
本
巻
一
所
蔵

謄
写
版
刷

原
本
所
蔵

家
蔵

江
戸
時
代
文
芸
資
料　

五
巻
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宝
永
四
年
。
巻
一
の
第
一
話
男
色
也
。
二
宗
論
あ
り
。

●
風
流
比
翼
鳥
（
三
）�

東
の
紙
子

　

宝
永
四
年
。
二
人
若
衆
念
者
の
助
力
を
得
て
親
の
仇
を
討
つ

物
語
。
男
色
長
篇
小
説
と
し
て
「
江
戸
紫
」
な
ど
と
共
に
珍

重
す
べ
し
。

（
関
東
名
残
の
袂
）（
三
）�

忍
岡
や
つ
が
れ

　

宝
永
五
年
。
江
戸
役
者
中
村
少
長
を
主
人
公
と
し
当
時
若
衆

か
ぶ
き
の
情
態
を
描
写
す
。
同
性
愛
は
な
し
。

（
筆
の
初
ぞ
め
）（
三
）�

今
西
鶴

　

宝
永
年
代
。
西
鶴
「
懐
硯
」
の
剽
窃
多
し
。
巻
五
第
四
話
若

衆
に
化
け
た
女
の
話
。

恋
慕
水
鏡
（
四
）�

京
山や
ま
の
や
つ八

　

天
和
二
年
板
。
巻
一
第
一
話
。
巻
三
第
二
話
。
男
色
也
。

（
浮
世
栄
花
一
代
男
）（
五
）�

西
鶴
の
序
あ
り

　

元
禄
六
年
板
、
貞
享
年
間
の
「
好
色
四
季
咄
」
の
改
題
。
後

又
元
禄
十
一
年
に
は
「
好
色
堪
忍
記
」
正
徳
三
年
に
は
「
浮

世
花
鳥
風
月
」
と
改
題
。
純
粋
の
男
色
は
な
け
れ
ど
、
巻
一

第
二
、
三
話
な
ど
女
子
の
若
衆
買
ひ
に
て
、
参
考
と
な
る
事

あ
り
。

（
色
里
三
所
世
帯
）（
五
）�

西
鶴

　

刊
本
現
存
せ
ず
と
。
京
の
巻
第
四
話
に
四
条
河
原
の
野
郎
の

事
あ
り
。

真
実
伊
勢
物
語
（
五
）�

序
西
鶴

　
　

右
書
よ
り
二
年
後
刊
。
巻
三
の
第
四
は
男
色
也
。

好
色
小
柴
垣
（
五
）�

酔
狂
庵

　
　

元
禄
九
年
板
。
巻
三
第
三
話
男
色
也
。（
小
間
物
売
）

新
色
五
巻
書
（
五
）�

西
沢
一
風

朝
義

　

元
禄
十
一
年
板
。
一
風
の
浮
世
本
処
女
作
。
巻
四
第
二
、
巻

五
第
一
男
色
也
。

元
禄
太
平
記
（
五
）�

都
の
錦

　

元
禄
十
四
年
作
。
巻
三
第
四
話
。
巻
八
全
体
（
役
者
評
判
記

な
り
）

風
流
呉
竹
男
（
五
）�

江
戸
奥
村
政
信
か

　
　

宝
永
五
年
板
。
巻
三
全
部
男
色
也
。

野
傾
旅
葛
籠
（
五
）�

江
島
其
磧

　

正
徳
五
年
板
。
延
享
元
年
「
傾
城
情
の
手
枕
」
と
改
題
。
巻

一
巻
二
全
部
男
色
也
。
＊
頭
注
「
以
上
「
江
戸
時
代
文
芸
資
料
」
了
」

　
　
　

当
世
誰
が
身
の
上　

六
冊　

宝
永
七
年
板�

凉
花
堂
斧
麿
作

　
　

巻
三
男
色
は
切
生
の
弥
猛

（
他
我
身
の
上
）（
明
暦
三
年
刊
）�

山
岡
元
隣

近
世
文
芸
叢
書　

巻
三
、
四
、
五
よ
り
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（
三
）
493 

494
僅
か
に
男
色
に
言
及
せ
る
の
み
。（
随
筆
体
）

武
道
張
合
大
鑑
（
不
詳
）�

北
条
団
水
か

　
　
（
四
）
91
巻
三
第
三　

男
風
流
名
よ
せ
は
一
部
男
色
な
り
。

当
世
乙
女
織
（
宝
永
二
年
板
）�

錦
文
流

　
　
（
四
）
142
巻
四
第
一
男
雛
形
歌
書
尽
し
、
男
色
な
り
。

心
中
大
鑑
（
宝
永
元
年
板
）�

書
方
軒

　
　
（
四
）
223
巻
五
第
一　

血
首
の
三
つ
巴
、
男
色
な
り
。

今
様
二
十
四
孝
（
宝
永
六
年
板
）�

月
尋
堂

　
（
四
）
巻
一
第
四
話
。
巻
二
第
二
話
。
巻
三
第
三
話
。
巻
四
第

四
話
。
男
色
物
語
な
り
。
又
巻
三
第
一
話
、
第
四
話
に
男
色

の
事
を
記
す
。

（
風
流
今
平
家
）（
元
禄
十
六
年
板
）�
西
沢
与
四
（
一
風
）

　
　
（
四
）
417 

418
野
郎
か
る
た
。
役
者
か
る
た
の
事
を
記
す
。

傾
城
風
流
杉
盃
（
不
詳
）
＊
頭
注
「
二
宗
論
」�
八
文
字
屋
風

　
（
四
）
547
大
阪
の
巻
第
四
話
男
色
な
り
。
奇
な
る
二
宗
論
あ

り
。

女
大
名
丹
前
能
（
元
禄
十
五
年
板
）�

西
沢
与
四
（
一
風
）

　
（
五
）
男
色
生
田
敦
盛
、
柴
舟
現
在
業
平
、
旅
寝
の
夢
衆
道
忠

度
、
尋
ね
来
て
見
る
柏
崎
、
間
狂
言
青
葉
の
笛
の
諸
項
そ
の

他
物
語
は
女
色
を
主
と
す
れ
ど
も
全
篇
衆
道
の
匂
に
満
つ
。

元
禄
歌
舞
伎
と
同
じ
行
き
方
。
48 

57
外
良
若
衆
の
事
あ
り
。

傾城

難
波
み
や
げ
（
宝
永
七
年
板
）�

不
詳

 （
五
）
281
巻
二
第
一
話
に
野
郎
遊
び
の
事
あ
り
。
297
巻
三
第
二

話
に
も
男
色
あ
り
。

千ち
ひ
ろ尋
日や
ま
と
お
り

本
織
（
宝
永
四
年
板
）�

団
水
序　
　
　
　

東
武
の
神
秀
法
師

　
　
（
五
）
巻
三
第
一
、
第
三
。
巻
六
第
八
。
男
色
也
。

美
景
蒔
絵
の
松
（
宝
永
五
年
板
）�

市
中
軒

　
　
（
五
）
巻
三
に
伊
セ
山
田
の
野
郎
買
ひ
の
事
あ
り
。

風俗

傾け
い
せ
い
や

性
野
群
談
（
享
保
二
年
板
）�

八
文
字
屋
自
笑

　
（
五
）
巻
四
第
一
。
巻
五
第
二
、
第
三
。
男
色
也
。
山
田
古
市

中
ノ
地
蔵
の
野
郎
の
事
あ
り
。（
五
）
419

（
傾
城
太
々
神
楽
）（
宝
永
二
年
板
）�

不
詳

　
　
（
五
）
巻
四
第
一
話
に
男
色
の
事
あ
り
、

文マ

マ世
文
芸
第
十　

麓
の
色　

巻
五
男
色

　
　
　

風
流
夢
浮
橋
（
元
禄
十
六
年
板
）�

雨
滴
庵
松
林

　

30
巻
三
第
一
無
常
を
忘
四
條
の
水
。
男
色
な
り
。（
お
つ
ま
八

郎
兵
ヱ
）

忠
義
太
平
記
大
全
（
享
保
二
年
板
）�

不
詳

　

赤
穂
浪
士
の
事
を
事
実
に
近
く
小
説
化
せ
る
も
の
。
当
時
と

し
て
は
珍
ら
し
き
作
也
。
男
色
の
事
散
見
す
。
事
件
の
原
因

徳
川
文
芸
類
聚　

巻
一　

事
実
小
説
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を
小
姓
へ
の
恋
慕
と
な
せ
る
事
注
目
す
べ
し
。
212

風
来
紅
葉

金
唐
革
（
天
明
二
年
刊
）�

不
明

　
　

平
賀
源
内
を
モ
デ
ル
と
せ
る
小
説
。
男
色
の
事
あ
り
。

（
観
延
政
命
談
）�

不
明

　

巻
一
第
一
、
芝
居
役
者
梅
幸
が
事
並
音
羽
屋
油
見
世
之
事
。

（
延
命
院
日
当
の
事
）

　
　
　

可
笑
記
（
寛
永
十
三
年
作
）�

如
儡
子　

（
湯
村
式
部
）

　
　

9
巻
一
157
巻
五　

二
話
あ
り
。

為
愚
癡
物
語
（
寛
文
二
年
板
）�

曽
我
休
自

　
　

巻
四
第
五
、
小
童
を
召
使
に
は
万
念
を
入
仕
べ
き
事
一
話
。

子
孫
大
黒
柱
（
宝
永
六
年
板
）�

月
尋
堂

　
　

巻
二
第
四
486
野
良
の
事
あ
り
。

庭
訓
染
匂に
ほ
ひ
く
る
ま車

（　
　

）�
松
代
柳
枝

　

巻
一
は
一
、
二
、
三
と
も
全
部
若
衆
道
の
事
也
。
前
三
書
に

比
べ
て
、
こ
れ
は
教
訓
味
薄
く
殆
ど
小
説
也
。

　
　
　

（
三
千
世
界
色
修
行
）（
明
和
十
年
板
）�

不
詳

　
　

280
に
少
し
く
言
及
せ
る
の
み
。

徳
川
文
芸
類
聚　

巻
二
巻　

教
訓
小
説
よ
り

右
書　

第
三
巻　

遍
歴
小
説
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �
�

尚
日
本
名
著
全
集
本　

「
怪
談
名
作
集
」
を
見
よ
。

新
百
物
語
（
元
禄
五
年
板
）�

洛
下
俳
林
子

　
　

巻
一
第
三
。
巻
五
第
一
の
三
話
あ
り
。

狗
張
子
（
元
禄
五
年
板
）�

釈
了
意

　

巻
五
第
一
、
第
三
第
六
。
男
色
也
。（
巻
六
、
二
、
三
、
五
、

天
狗
の
事
。）

怪
醜
夜
光
魂
（
享
保
二
年
板
）�

危
洛
隠
士
音
久

　

巻
二
第
七
。
巻
五
第
十
七
、
第
十
九
。
男
色
也
。（
巻
二
若
衆

色
仕
掛
け
で
敵
討
。）

（
太
平
百
物
語
）（
享
保
十
七
年
板
）�

市
中
散
人
祐
佐

　

巻
一
第
七
。
巻
二
第
十
二
、
十
三
。
巻
三
第
廿
五
。
巻
五
第

四
十
八
。
凡
て
天
狗
の
話
。

（
怪
談
登
志
男
）（
寛
延
三
年
板
）�

江
戸
山
本
好
阿
か

　

巻
一
第
二
。
巻
五
第
廿
五
、
廿
六
。
最
の
も
の
は
「
天
狗
誘

童
子
」。
凡
て
天
狗
。

万
世
百
物
語
（
寛
延
四
年
板
）�

江
戸
東
都
隠
士
烏
有
庵

　

巻
二
第
八
。
巻
四
第
十
三
。
巻
五
第
十
八
。
三
話
と
も
男
色

也
。
山
賊
の
美
童
そ
の
他
皆
面
白
き
話
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
遊
廓
（
宝
暦
六
年
板
）
大
阪
洒
落
本
の
祖�

不
詳

右
書　

第
四
巻　

怪
談
小
説
よ
り

徳
川
文
芸
類
聚　

巻
五
巻　

洒
落
本
よ
り
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遊
子
と
支
那
の
名
士
に
た
と
へ
た
る
洒
落
本
、
男
色
の
事
多

し
。

辰
巳
之
園
（
明
和
七
年
板
）�

夢
中
山
人

　

男
色
は
な
け
れ
ど
、
役
者
の
商
売
の
事
、
芳
町
の
噂
な
ど
あ

り
。　
　

 

（
南
国
雑
話
）（
安
永
二
年
板
）�

夢
中
山
人

　
　
「
野
郎
の
玉
虫
」
の
語
。

契
国
策
（
安
永
五
年
板
）�

不
詳

　

男
娼
街
の
噂
多
く
、 　
　

を
知
る
に
便
あ
り
。
遊
里
方
角
図
。

●
芳
深
交
話
（
安
永
九
年
板
）�

穴
好

　

男
色
味
濃
厚
。
当
時
の
か
げ
ま
買
ひ
の
様
子
見
る
が
如
し
。

●
男倡

新
宗
玄
々
経
（
天
明
年
代
）�

大
阪
鐘
西
翁

　

男
色
論
。
男
色
史
、
男
色
語
彙
の
戯
文
也
。
巻
末
に
大
阪
の

舞
台
子
陰
間
の
芸
名
を
の
せ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
二
国
連
璧
談
（　
　
　
　
　

 

五
206
）�

平
秩
東
作

　

全
部
男
色
戯
作
。
源
内
と
芳
沢
国
石
と
の
事
実
を
戯
作
せ
る

も
の
。
清
見
寺
の
事
出
づ
。

●
根
南
志
具
佐
（
宝
暦
十
三
年
）
前
後
十
巻�

風
来
山
人

　

荻
野
八
重
桐
二
つ
の
女
形
墨
田
川
に
て
溺
死
せ
る
に
ち
な

み
、
地
獄
巡
り
の
戯
作
也
。
名
文
朗
々
唱
す
べ
し
。
前
篇
五

地
誌

地
誌

燕
石
十
種
新

巻
の
み　
　
　
　

 

。　
　
　
　
　
　
　

驪
山
比
翼
塚�

（
風
来
山
人
弟
子
）
源
平
藤
橘

　

権
八
と
長
兵
ヱ
の
こ
と
。
男
色
味
あ
り
。
可
読
。

　

右
二
書
は　
　
　
　
　
　

 

及
帝
文　
　
　
　
　
　
　

を
見

る
べ
し
。

実
説
名
画
血
達
摩　

不
詳�

不
詳

　
　

帝
文　
　
　
　
　
　

に
収
む
。

敵
討
名
残
広
記

　
　
　
　

血
達
摩
の
物
語
な
り
。

絵
本
実
録

細
川
血
達
摩
（
明
治
二
十
二
年
浅
草
金
寿
堂
版
）

�

東
京
清
水
義
郎
著

　
　

銅
版
本
、
絵
大
き
く
面
白
し
。　
　

兒
ヶ
淵
誓
仇
討
（
文
化
六
年
板
）�

月
池
山
人
作

北
尾
重
政
画

　
　

白
菊
の
物
語
。
帝
文　
　
　
　
　
　
　

に
収
む
。

華
雪
吹
若
衆
宗
玄
（
文
化
十
年
）�

柳
亭
種
彦

廉
目
判
十
郎

袖
崎
千
弥

南
色
梅
早
咲
（
文
政
三
年
）�

同
人

三
津
瀬
川
上
品
仕
立
（
天
保
三
年
）�

同
人

　
　

右
三
書　
　
　
　

美
少
年
始　
　

�

一
九
作

田
の
助
曙
草
紙　
　

白
縫
譚
（
初
編
嘉
永
二
年
） 　
　

�

柳
下
亭
種
員

原
本
所
蔵

平
賀
源
内
全
集

平
賀
源
内
全
集

風
来
山
人
傑
作
集

続
仇
討
小
説
集

家
蔵

家
蔵

名
家
短
篇
傑
作
集

原
本
家
蔵

家
蔵

家
蔵

家
蔵
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●
賎
の
お
だ
ま
き　
　

　

何
時
頃
の
作
か
不
明
な
れ
ど
も
明
治
十
七
年
の
序
文
あ
る
刊

本
あ
り
。
家
蔵
は
大
正
五
年
湯
島
文
教
社
板
。
カ
ー
シ
ユ
・

ハ
ー
ク
が
日
本
の
ホ
ー
マ
ー
と
称
し
た
る
書
。

野
傾
文
ほ
う
ご
大
全
（
享
保
頃
か
）

　

小
型
横
本
一
よ
り
廿
八
ま
で
大
部
分
女
郎
の
文
、
内
十
九
、

廿
、
廿
一
の
三
つ
だ
け
野
郎
の
文
。
写
し　

に
あ
り
。

（
男
色
小
説
）

　
　
　
（
明
治
以
後
の
部
）

●
新
体
詞
華

少
年
姿
（
明
治
十
九
年
板
）�

山
田
美
妙

　

全
部
美
少
年
讃
美
の
長
詩
。
平
田
三
五
郎
、
白
菊
、
上
田
俊

一
郎
、
梅
若
丸
、
鳥
屋
福
寿
丸
、
寿
蘭
丸
、
大
川
数
馬
の
七

人
。
珍
本
也
。

ひ
げ
男
（
明
治
廿
九
年
板
）�
幸
田
露
伴

　
　

戦
国
時
代
の
物
語
。
武
士
同
性
愛
の
こ
と
あ
り
。

●
童
貞
（
大
正
五
年
板
）�

山
崎
俊
夫

　

女
性
的
少
年
の
夢
を
描
け
る
短
篇
集
。
同
性
愛
精
神
の
作
。

天
体
嗜
好
症
（
昭
和
三
年
板
）�

稲
垣
足
穂

　

そ
れ
と
露
は
な
ら
ね
ど
、
短
篇
小
説
の
裏
を
流
る
ゝ
は
余
り

に
強
き
同
性
愛
精
神
で
あ
る
。

家
蔵

袋

●
惨
め
な
人
々
。
男
色
文
学
。
静
な
る
復
讐
。�

綿
貫
六
助

　
　
　
　
　

 

第
三
巻
二
号
―

四
号
に
連
載
。
老
人
に
の
み
愛
着

を
感
じ
る
特
異
の
同
性
愛
文
学
。

●
男
娼
日
記
（
昭
和
六
年
板
）�

流
山
龍
之
介

　
　

十
銭
本
Ｐ
Ｒ
叢
書
の
一
。

卍ま
ん
じ

（
全
集
に
あ
り
）�

谷
崎
潤
一
郎

ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス�

鷗
外

（
演
劇
・
舞
踊
・
歌
謡
）

改訂

日
本
歌
謡
史�

高
野
辰
之

　

全
篇
に
男
色
の
事
散
見
す
。
そ
の
部
分
に
赤
鉛
筆
印
を
施
し

た
り
。

日
本
演
劇
史

近
世
日
本
演
劇
史�

伊
原
敏
郎

明
治
演
劇
史

　
　

散
見
。
多
く
は
印
を
つ
け
置
き
た
り
。

歌
舞
妓
年
代
記�

談
洲
楼
焉
馬

続
歌
舞
伎
年
代
記
（「
新
群
書
」
四
に
も
あ
り
）�

豊
芥
子

続
々
歌
舞
伎
年
代
記�

田
村
成
義

　
　

右
は
索
引
参
考
と
す
べ
し
。

演
劇
史
研
究
（
三
冊
）�

東
大
演
劇
史
学
会

変
態
資
料

⎭⎜⎬⎜⎫
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歌
舞
伎
劇
の
女
形
（
吉
川
義
雄
）　　

第
一
輯

　
　

役
者
評
判
記
年
表
（
高
野
辰
之
）

　
　

若
衆
歌
舞
伎
と
其
時
代
（
鈴
木
英
輔
）　　

第
二
輯

　
　

元
禄
期
の
女
形
（
吉
川
義
雄
）

　
　

能
楽
に
於
け
る
女
形
（
戸
田
松
三
郎
）　　

  　
　

第
三
輯

　
　

歌
舞
伎
劇
の
悩
み
と
女
形
芸
術
（
吉
川
義
雄
）

能　

研
究
と
発
見�

野
上
豊
一
郎

　
　
「
子
方
の
舞
台
的
効
果
」
の
章
、
同
性
愛
的
解
釈
也
。

世
阿
弥
十
六
部
集　

全�

吉
田
東
伍
校
註

　

世
阿
弥
自
身
男
寵
を
利
用
し
て
能
を
盛
ん
な
ら
し
め
た
人
物

と
し
て
興
味
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
言
説
に
そ
の
匂
を
探

る
べ
し
。

女
形
の
研
究�
長
谷
川
善
雄

　
　

同
性
愛
精
神
に
充
つ
。

芝
居
風
俗�

三
田
村
鳶
魚

　

芝
居
か
ら
出
た
染
模
様
。
男
色
の
大
特
化
。
男
女
美
醜
論
。

柳
腰
の
研
究
。
元
禄
好
み
の
若
衆
型
。
同
性
愛
無
二
の
表
徴
。

ち
よ
い
〳
〵
の
本
尊
。
女
形
種
々
。
等
の
項
あ
り
。

川
柳
江
戸
歌
舞
伎�

西
原
柳
雨

　
　

芳
町
。
男
娼
。
役
者
を
標
榜
せ
る
物
件
。
等
男
色
に
関
す
。

歌
舞
伎
の
風
俗
（｢

日
本
風
俗
史
講
座｣

第
九
巻
）�

伊
原
青
々
園

　
　

男
色
の
事
あ
り
。

能
楽
史
（
同
上　

第
九
巻
）�

佐
成
謙
太
郎

日
本
舞
踊
史
（
同
上　

第
九
巻
）�

岩
橋
小
弥
太

近
代
舞
踊
史
論�

小
寺
融
吉

日
本
近
世
舞
踊
史
（
東
洋
芸
術
史
講
座
）�

小
寺
融
吉

嬉
遊
笑
覧
（　
　
　
　
　

 

上
、
若
衆
か
ぶ
き
以
下
を
見
よ
）

�

喜
多
村
信
節

劇
場
新
話
（　
　
　
　

 

巻
三
）�

不
詳

　
　

文
化
の
初
に
出
た
る
書
ら
し
。
演
劇
史
で
あ
る
。

猿
楽
沿
革
考
（　
　
　
　

一
530
）�

川
崎
重
恭

猿
楽
伝
記
（　
　
　
　

 

八
）�

不
詳

　
　

元
文
頃

新
群
書
類
従
（
巻
一
よ
り
巻
九
ま
で
参
考
す
べ
し
）

芸
鑑
（　
　
　

 

三
5
、
6
）�

富
永
平
兵
衛

あ
や
め
ぐ
さ
（
同
三
11
、
13
）�

｛
よ
し
沢
あ
や
め
の
言
葉

福
岡
弥
五
四
郎
述　

耳
塵
集
（
同
三
22
）�

必
能
院
敬
信
聞
書

続
耳
塵
集
（
同
三
31
）�

民
屋
四
郎
五
郎
撰

　

右
四
書
は
「
舞
台
百
ヶ
条
」「
賢
外
集
」「
佐
渡
島
日
記
」
と

共
に
役
者
論
語
と
称
せ
ら
る
ゝ
も
の
に
し
て
、
若
衆
方
、
女

方
の
心
理
を
描
き
て
妙
と
為
す
。
男
子
女
性
化
の
秘
方
、
若

衆
全
盛
時
代
の
役
者
心
理
面
白
し
。
右
に
記
し
た
頁
は
そ
の

随
筆
大
成
本

温
知
叢
書

燕
石
十
種

温
知
叢
書

新
群
書

⎭⎬⎫

⎭⎬⎫

⎭⎬⎫
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内
男
色
に
関
係
あ
る
も
の
。

新補

伊
勢
歌
舞
伎
年
代
記�

吉
田
暎
二
編

　
　

二
百
部
限
定
版
の
内
九
十
二
号

守
貞
漫
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

喜
田
川
守
貞

　

嘉
永
六
年
序
。
八
篇
、
廿
一
篇
、
卅
一
、
卅
二
篇
演
劇
に
関

係
あ
り
。

作
者
年
中
行
事
（
嘉
永
元
年
序
）�

三
舛
屋
二
三
治

　

119
頁
念
者
之
噺
に
π
あ
れ
ど
も
、
最
早
や
こ
の
頃
は
殆
と
関

心
な
し
、
残
韻
の
み
。（
珍
書
刊
行
会
叢
書
第
四
冊
）

（
男
色
能
、
幸
若
舞
）

本
朝
男
色
考�

岩
田
準
一

　
　

男
色
能
の
曲
目
を
列
挙
せ
り
。

新
群
書
類
従　

第
八
巻　

舞
曲
（
幸
若
）

　

志
田
、
敦
盛
、
笛
之
巻
、
鞍
馬
出
、
な
ど
一
読
す
べ
し
。（
未

読
）

　
　

コ
ヽ
マ
デ
28
日　

コ
ヽ
ヨ
リ
随
筆
ニ
飛
ブ

（
男
色
劇
）

御
曹
司
初
寅
詣
（　
　
　

 

三
376
）�

近
松
門
左
ヱ
門

類
聚
近
世
風
俗
史　

上
下
一
冊

新
群
書

　

全
篇
男
色
に
は
非
ず
。
前
後
に
男
色
の
事
を
出
し
、
起
請
血

判
な
ど
あ
り
。
当
時
の
劇
に
は
ど
こ
か
一
ヶ
所
男
色
を
加
へ

る
例
な
り
し
が
如
し
。
男
子
女
装
、
女
子
男
装
等
の
こ
と
も

多
し
。
男
色
的
色
気
を
盛
る
為
な
り
し
な
ら
ん
。

傾
城
三
鱗
形
五
番
続
（
同
三
402
）�

不
詳

　
　

劇
中
、
盛
遠
と
あ
い
き
や
う
の
三
郎
知
契
の
事
あ
り
。
女
装
。

一
谷
坂
落
三
番
続
（
同
三
438
）�

不
詳

　
　

熊
谷
と
敦
盛
の
男
色
を
初
に
出
だ
す
。

（
隅
田
川
）（
同
五
319
）�

山
本
土
佐
掾
（
正
本
）

　

梅
若
丸
誘
拐
の
こ
と
。
人
買
ひ
。
男
色
に
非
ず
。
天
狗
児
さ

ら
ひ
。

（
出
生
太
平
記
）（
同
五
387
）�

薩
摩
外
記
（
正
本
）

　
　

美
少
年
徳
寿
丸
を
扱
ふ
。

新
群
書
類
従　

第
九　

歌
曲　
＊
頭
注
「
金
平
本
」

　
　

金
平
浄
瑠
璃
を
集
む
。
未
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
会
名
護
屋�

｛
中
村
明
石
清
三
郎

市
川
団
十
郎　

兵
根
元
曽
我�

同

関
東
小
六�

不
詳

源
平
雷
伝
記�

市
川
団
十
郎

以
下
「
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
」
上
巻
の
内
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一
心
女
雷
師�

不
詳

和
国
五
翠
殿�

三
舛
屋
兵
庫

（
傾
城
三
鱗
形
）
＊
頭
注
「
前
出
」�

不
詳

頼
政
万
年
歴
（
女
子
同
性
愛
）�

不
詳

鬼
城
女
山
入
（
酒
呑
童
子
）�

同

傾
城
浅
間
曽
我�

同

成
田
山
分
身
不
動
（
若
衆
実
は
女
）�

市
川
団
十
郎

小
栗
十
二
段�

三
舛
屋
兵
庫

傾
城
角
田
川　

�

不
詳

追
善
彼
岸
桜�

中
村
清
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
夜
小
町�
近
松
門
左
ヱ
門

丹
波
与
作
手
綱
帯�
富
永
平
兵
衛

武
道
達
者�

｛
富
永
平
兵
ヱ

平
山
豊
後

万
歳
丸�

白
石
彦
兵
衛

和
国
風
流
兄
弟
鑑�

不
詳

大
雑
書
伊
勢
白
粉�

小
島
彦
十
郎

傾
城
壬
生
代
念
仏�

近
松
門
左
ヱ
門

加
州
桜
谷
血
達
磨
（
正
徳
二
年
序　
　
　
　

細
川
血
ダ
ル
マ
の
最
古

）�

不
詳

　
＊
頭
注
「
血
ダ
ル
マ
　
血
ダ
ル
マ
の
事
は
西
沢
一
風
「
伝
奇
作
書
残
篇
」

以
下
「
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集
」
下
巻
の
内

を
見
よ
。
別
項
」

　

以
上
二
十
二
曲
は
、
全
篇
男
色
を
中
心
と
す
る
も
の
は
一
つ

も
な
い
け
れ
ど
、
前
述
の
如
く
当
時
の
見
物
の
好
尚
に
お
も

ね
る
為
、
前
段
に
於
て
男
色
の
事
を
仕
組
む
こ
と
を
慣
は
し

と
せ
し
も
の
の
如
し
。
何
れ
も
男
色
味
横
溢
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
中
宵
庚
申
（
上
の
巻
衆
道
也
）�

近
松
門
左
ヱ
門

　
　
（
有
朋
堂
文
庫　
　
　
　
　
　

 

下
）

心
中
万
年
草
（
上
の
巻
衆
道
也
）�

近
松
門
左
ヱ
門

　
　
（
同
上
書
中
巻
）

　
　
（
名
著
文
庫　
　
　
　
　
　

 

に
古
き
も
の
あ
り
。
可
検
）

百
千
鳥
曲
輪
曽
我
（　
　
　
　
　

 

390
）
＊
頭
注
「
血
ダ
ル
マ
」

　

血
達
磨
の
江
戸
狂
言
宝
暦
四
年
、
佐
野
川
市
丸
の
犬
坊
丸
と

の
衆
道
。

浅
草
霊
験
記
（
同　

）
＊
頭
注
「
血
ダ
ル
マ
」�

近
松
徳
叟

　

印
南
数
馬
。
寛
政
九
年
の
血
だ
る
ま
。
大
阪
初
演
。
実
録
に

よ
れ
る
も
の
。
当
時
衆
道
の
狂
言
珍
ら
し
く
大
当
り
な
り
し

と
。
寛
政
に
は
ま
だ
好
尚
の
名
残
り
あ
り
し
に
や
。

男
結
盟ち
か
ひ
の
り
う立
願
（
同　

）
＊
頭
注
「
血
ダ
ル
マ
」

　

右
を
寛
政
十
二
年
江
戸
市
村
座
に
て
上
演
。
菊
之
丞
の
印
南

数
馬
。
兄
弟
分
契
約
の
と
こ
ろ
大
評
判
と
あ
り
。

近
松
浄
瑠
璃
集

歌
舞
伎
脚
本
集

歌
舞
伎
細
見
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●
氏
神
詣
（
別
掲
「
芸
鑑
」
に
梗
概
を
の
せ
た
り
。
同
書
よ
り
日
本

　
　
　
　
　

演
劇
史
（
54
）
に
引
用
す
。）

　
　

全
然
男
色
の
一
幕
喜
劇
也
。

　
　
（
徳
川
文
系
第
六
巻
脚
本
上
は
男
色
あ
る
ら
し
未
読
。）

（
男
色
の
意
味
に
て
の
役
者
評
判
記
）

古
今
役
者
物
語
（　
　
　
　
　
　
　
　

 

巻
四
）�

菱
川
師
宣
絵

　
　

延
宝
六
年
板
。（　
　
　

 
家
蔵
）

か
ぶ
き
の
さ
う
し
（
同
書
巻
四
）�

詞
書
伝
烏
丸
光
広

　
　

慶
長
或
は
寛
永
頃
。
徳
川
家
蔵
。

演
劇
史
研
究
第　

第
一
輯�
東
大
演
劇
史
学
会

　
　

役
者
評
判
記
年
表
（
高
野
辰
之
編
）
を
収
む
。

野
郎
虫
（
万
治
三
年
）（　
　
　
　
　
　

 

）�

京

野
郎
大
仏
師
（
寛
文
七
年
）（
同　

）�
江
戸

剥
野
老
（
寛
文
二
年
）（　
　
　
　
　
　

 

）�
江
戸

垣
下
徒
然
草
（
同
十
一
年
）（
同　

）

野
郎
三
座
詫
（
貞
享
元
）（
同　

）

難
波
立
聞
昔
語
（
同
三
）（　
　
　

 

）�

大
阪

蓑
張
草
（
元
禄
四
）（
同　

）�

上
方

四
場
居
百
人
一
首
（
同
六
）（　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

江
戸
時
代
文
芸
資
料

複
製
本

稀
書
複
製
会
本

書
物
往
来
叢
書

稀
複
本

演
芸
珍
書
刊
行
会
本

姿
記
評
林
（
同
十
三
）（　
　
　
　
　
　

 

）

「
書
物
往
来
」
合
本
（
別
項
雑
誌
の
部
を
見
よ
）

　
「
新
野
郎
花
垣
」「
雨
夜
三
盃
機
嫌
」「
延
命
字
学
集
」「
逸
題

野
良
評
判
記
」「
難
波
の
顔
は
伊
勢
の
白
粉
」
等
に
つ
い
て
記

せ
り
。

書
目
集
覧　

二
冊
（
書
目
の
部
を
見
よ
）

　
　

評
判
記
の
散
逸
せ
る
も
の
の
書
名
を
知
る
に
便
也
。

赤
烏
帽
子
（
寛
文
三
年
板
）�

不
詳

　

伊
勢
古
市
野
郎
評
判
記
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

評
判

記
）

役
者
諸
芸

金
の
揮
（
内
容
享
保
十
三
年
マ
デ
）（
珍
書
刊
行
会
叢
書
第
四
）

　

野
良
評
判
に
非
ズ
。

滑
稽
文
学

全
集
内
容

第
一
巻　

竹
斎
物
語
、
新
竹
斎
、
膝
栗
毛

第
二
巻��

�

膝
栗
毛
、
滑
稽
二
日
酔
、
成
程
根
殻
一
九
作
、
反
古
張

障
子

第
三��

�

諸
道
聴
耳
世
間
猿
、
諸
芸
独
自
慢
、
浮
世
風
呂
、
浮
世
床
、

女
浮
世
床
、
人
心
覗
機
関

第
四��

�
七
癖
上
戸
、
四
十
八
癖
、
古
今
百
馬
鹿
、
一
盃
綺
言
、
人

間
万
事
虚
計
、
八
笑
人
、
牛
島
土
産

珍
書
保
存
会
本

徳
川
文
芸
類
聚
第
十
二
巻
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第
五��

�

田
舍
芝
居
、
田
舍
草
紙
、
戯
場
粋
言
幕
之
外
、
素
人
狂
言

紋
切
形
、
反
古
張
障
子
続
篇
、
和
合
人
、
七
偏
人

第
六��

�
根
無
草
、
金
の
生
木
、
指
面
草
、
売
色
安
本
丹
、
雑
談
紙

屑
篭
、
江
之
島
土
産
、
酩
酊
気
質
、
魂
胆
夢
輔
譚

第
七��

�

風
俗
遊
仙
窟
、
地
獄
楽
日
記
、
風
流
志
道
軒
伝
、
和
荘
兵

衛
、
同
後
篇
、
見
外
白
宇
瑠
璃
、
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語

第
八��

�

仁
勢
物
語
、
く
せ
物
語
、
戯
男
伊
勢
物
語
、
そ
れ
〳
〵
草
、

狂
歌
著
聞
集
、
猿
著
聞
集
、
精
進
魚
類
物
語
、
鴉
鷺
合
戦

物
語
、
貧
人
太
平
記
、
御
伽
夜
話

（
九
欠
）

第
十��

�

理
屈
物
語
、
私
可
多
咄
、
噺
物
語
、
枝
珊
瑚
珠
、
軽
口
露

が
は
な
し
、
鹿
の
巻
筆
、
正
直
咄
大
鑑
、
露
新
軽
口
は
な

し
、
軽
口
御
前
男
、
軽
口
居
合
刀
、
軽
口
あ
ら
れ
酒
、
露

休
置
土
産
、
徒
然
御
伽
草
、
新
話
笑
眉
、
軽
口
福
蔵
主
、

軽
口
福
ゑ
く
ぼ

第
十
一��

�

福
禄
寿
、
軽
口
利
益
咄
、
軽
口
機
嫌
袋
、
軽
口
耳
過
宝
、

初
音
草
咄
大
鑑
、
軽
口
福
徳
利
、
口
合
恵
宝
袋
、
軽
口

東
方
朔
、
軽
口
太
平
楽
、
軽
口
片
頬
笑
、
鹿
の
子
餅
、

譚
嚢
、
軽
口
大
黒
柱
、
軽
口
曲
手
鞠
、
楽
牽
頭
、
聞
上

手
、
出
放
題
（
滑
稽
文
学
全
集
九
、
十
、
十
一
、
十
二
笑
話
也
、

未
読
）
御
伽
草
、
軽
口
五
色
帋
、
高
笑
、
か
た
い
は
な

し
、
笑
府
衿
裂
米
、
滑
稽
即
興
噺
、
春
笑
一
刻
、
鯛
の

味
噌
津
、
う
ぐ
ひ
す
、
言
葉
の
花
、
戯
聞
咄
、
梅
余
史
、

江
戸
前
噺
鰻

第
十
二
巻
也

（
男
色
笑
話
）

醒
睡
笑
（　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 

三
期
巻
二
674
以
下
）

�

安
楽
庵
策
伝

　

両
書
と
も
見
る
べ
し
。
赤
印
を
つ
け
置
き
た
り
。
男
色
笑
話
。

巻
六
児
の
噂
、
若
道
不
知
其
他
。

戯
言
養
気
集
（　
　
　
　
　
　

 

巻
八
）

　

柳
亭
云
元
和
年
間
の
活
字
本
也
。
半
は
「
きマ

マ
の
は
け
ふ
の
物

語
」
と
語
は
異
な
れ
ど
話
は
同
じ
。
即
ち
男
色
笑
話
夥
し
。

鹿
の
ま
き
筆
（（　
　
　
　

  

巻
三
364
以
下
）
痴
滑

�

鹿
野
武
左
ヱ
門

　
　

元
禄
五
年
著
。
目
次
に
印
を
附
し
た
り
。
純
男
色
五
話
。

き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
（　
　
　
　
　
　
　
　

 

巻
四
）�

不
詳

　

慶
長
活
字
本
を
最
古
と
す
。
最
古
の
笑
話
本
。
大
部
分
男
色

也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
語
全
集
本
日
本
随
筆
大
成

未
刊
随
筆
百
種

燕
石
十
種江

戸
時
代
文
芸
資
料

近
世
文
芸
叢
書　

第
六
巻　

笑
話
よ
り
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百
物
語
（
万
治
二
年
）
文
醒
睡
笑
に
似
た
り�

不
詳

　
　

19
男
色
一
話
あ
り
。
純
男
に
非
ず

私
可
多
咄　
滑
（
寛
永
十
一
年
）�

中
川
喜
雲

　
　

男
笑
話
。

一
休
咄　
（
寛
文
初
頃
）�

不
詳

　
　

狂
詩

一
休
関
東
咄
（
寛
文
十
二
年
）�

不
詳

　
　

男
色
一
話
及
狂
詩
。

囃
物
語
滑
（
延
宝
八
年
）�

幸
佐

　
　

男
一
話
あ
り
。

枝
珊
瑚
珠
滑
（
元
三
）�

石
川
流
宣

　
　

一
話
。

軽
口
露
が
は
な
し
滑
（
元
禄
四
年
）�
京
露
の
五
郎
兵
ヱ

　
　

男
色
四
話
あ
り
。

正
直
咄
大
鑑
滑
（
元
禄
七
年
）�

石
川
流
舟
（
流
宣
）

　
　

二
話
。

露
新
軽
口
ば
な
し
滑
（
元
禄
十
一
年
）�

露
の
五
郎
兵
ヱ

　
　

二
話
。

軽
口
居
合
刀
滑
（
元
禄
十
七
年
）�

不
詳

　
　

一
。

軽
口
都
男
（
宝
永
年
間
）
噺
相
模
也�

三
都
名
人
の
作
を
集
む

　
　

一
話
。

新
話
笑
眉
滑
（
正
徳
二
年
）�

不
詳

　
　

三
話
。

話稿

鹿
の
子
餅
滑
（
明
和
九
年
江戸

）�

卯
雲

　
　

二
話
（　
　
　
　
　
　

 

に
は
安
永
元
年
板
と
あ
り
）

鳥
の
町
（
安
永
五
年
江戸

）�

未
詳

　
　

屁
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
呂
利
狂
歌
咄�

安
楽
庵

　
　

486 

502
二
話
。

（
諺
こ
と
わ
ざ　

臍
の
宿
替
）

　
　

尻
喰
ひ
観
音
。

初
音
草
噺
大
鑑 

滑�

洛
下
寓
言
子
序

　
　

608 

621 

629
三
話
。

今こ
と
し歳

噺
（
巳
の
初
春
）�

東
都
書
苑
武
子
彙
編

　
　

684
「
市
松
」
尻
が
た
と
る
話
。
面
白
し
。

口
拍
子
（
右
今
才
噺
の
附
録
）

　
　

702
一
話
。

軽
口
は
る
の
山

　
　

797
一
話
。 滑

稽
文
学
全
集

「
帝
国
文
庫
、
落
語
全
集
」
よ
り
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寿
々
葉
羅
井
（
安
永
八
年
序
）�

戯
撰
者
志
丈

　
　

879 
888
二
話
。

軽
口
浮
瓢
箪
（
未
の
と
し
）�

序
探
華
亭
羅
山

　
　

1021 

1030
二
話
。

滑
稽
文
学
全
集
調
べ
る
。（
第
九
巻
欠
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
〴
〵
草
（
享
保
四
年
）�

京
芭
蕉
門
人
乙
州

　
　
（
8
）
157
一
話
。

つ
べ
こ
べ
草
（
天
明
六
年
板
）�

京
盧
橘
庵

　
　
（
8
）
194
一
話
。

理
窟
物
語
（
寛
文
七
年
）�

径
山
子

　
　
（
10
）
19
一
話
。
龍
陽
君
を
女
と
誤
記
せ
り
。

正
直
咄
大
鑑
（
元
禄
七
年
）
＊
頭
注
「
重
出
」�

江
戸
石
川
流
舟

　
　
（
10
）
363
小
僧
は
か
つ
け
の
薬
の
句
。

　

今
月
（
昭
和
十
一
年
十
月
）
ノ
「
旅
と
伝
説
」
七
九
―
八
五

頁
ニ
「
婦
人
の
腹
中
の
瘡
を
治
し
た
話
」
ヲ
出
シ
候
。
其
内

八
四
頁
ニ
「
西
洋
で
も
遠
き
昔
は
、
医
術
の
手
段
不
備
た
り

し
よ
り
今
か
ら
思
へ
ば
丸
啌
の
様
な
変
な
方
法
を
執
た
物

滑
稽
文
学
全
集
八
、
十
、
十
一
の
三
巻
よ
り

で
、
希
臘
の
古
方
に
、
慢
性
痢
病
を
痊
す
に
、
患
者
の
非
路

を
犯
し
乾
か
す
の
が
有
た
（
一
八
四
五
年
ハ
レ
板
、
ロ
セ
ン

バ
ウ
ム
の
黴
毒
史
二
一
五
頁
）。
本
邦
に
も
南
風
を
脚
気
の

薬
と
云
伝
え
た
事
、
元
禄
七
年
板
、
石
川
流
舟
の
正
直
咄
大

鑑
に
出
で
、
末
摘
花
四
に
「
脚
気
の
く
す
り
に
と
玄
恵
お
ひ

廻
し
」
と
あ
る
。
是
等
の
療
法
果
し
て
百
中
し
た
か
否
か
を

知
ね
ど
、
久
し
い
間
種
々
と
試
み
た
者
故
、
中
に
は
争
は
れ

な
い
発
明
発
見
も
有
た
ゞ
ろ
う
」。
コ
ノ
外
色
ヲ
脚
気
ノ
薬

ト
イ
フ
事
イ
カ
ナ
ル
事
カ
、
右
二
書
ノ
外
ニ
モ
御
見
当
リ
ア

リ
ヤ
、
一
寸
伺
上
候
、
敬
具

�

（
十
月
四
日
附
）

軽
口
御
前
男
（
元
禄
十
六
年
）�

大
阪
米
沢
彦
八

　
　
（
10
）
411
恋
の
出
来
蔵
。

軽
口
為
合
刀
（
元
禄
十
七
年
）
＊
頭
注
「
重
か
」�

大
阪
不
詳

　
　
（
10
）
453
侍
麁
相
の
事
。

新
話
笑
眉
（
正
徳
二
年
）
＊
頭
注
「
重
」�

江
戸
不
詳

　
　
（
10
）
552
初
心
な
狐
。（
10
）
569
野
郎
の
心
中

軽
口
利
益
咄
（
宝
永
七
年
）�

上
方
空
言
堂
露
嫌

　
　
（
11
）
31
小
性
。

軽
口
機
嫌
嚢
（
享
保
十
三
年
）�

上
方
松
泉
編
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（
11
）
59
つ
く
ろ
ひ
物
は
尻
か
ら
。

軽
口
耳
過
宝
（
寛
保
二
年
）�

京
洛
風
之

　
　
（
11
）
83
四
人
が
口
々
。（
11
）
87
不
了
簡
。

初
音
草
噺
大
鑑　
落
（
安
永
五
年
再
版
）�

京
寓
言
子

　
（
11
）
117
野
郎
の
実
種
。（
11
）
145
手
を
と
る
業
平
の
俤
。

　
（
11
）
153
挨
拶
は
す
ま
た
拍
子
。

口
合
恵
宝
袋
（
宝
暦
五
年
）�

上
方
春
松
子

　
　
（
11
）
196
唐
人
の
若
衆
。（
11
）
198
ぐ
わ
ん
か
け
。

軽
口
春
の
山
（
明
和
五
年
）�

上
方
不
詳

　
　
（
11
）
253
河
太
郎
の
い
け
ん
。

楽
牽
頭
（
永
永
元
年
  8
）�

江
戸
稲
穂
編

　
　
（
11
）
387
契
約
。

（
男
色
和
歌
、
狂
歌
、
川
柳
）

●
本
朝
男
色
考�
岩
田
準
一

　
　

男
色
和
歌
を
多
く
引
用
せ
り
。

雄
長
老
狂
歌
集
（　
　
　
　
　

 

47 

50
）�

建
仁
寺
雄
長
老

吾
吟
我
集
（
同
90
寄
若
衆
恋
）�

石
田
未
得

�

古
今
夷
曲
集
（�

同
120 

124 

133 

137 

138 

139 

141 

148 

151 

161 

166
序
文
中
に
も
男

色
）�

大
阪
生
白
堂
行
風

後
撰
夷
曲
集
（　
　
　

 

第
十
83 

108 

114 

117 

119 

121 

122 

124 

139 

141 

144 

147 

155
）

狂
文
狂
歌
集

新
群
書

�

同

狂
歌
百
種
歌
合
（　
　
　
　
　

 

285 

293
）�

池
田
重
郎
右
ヱ
門
正
式

卜
養
狂
歌
集
（
同
307 

309 

318 

320 

321 

322 

323 

325 

326 

327 

328 

330 

331 

334 

335 

338
）

�

半
井
卜
養

　
　

こ
の
集
は
殆
ど
全
篇
若
衆
と
の
遊
び
を
よ
め
る
も
の
な
り
。

狂
歌
鳩
の
杖
（
同
349
）�

男
山
八
幡
豊
蔵
坊
信
海

貞
柳
翁
狂
歌
全
集
類
題
（
同
394 

397 

401 

413 

416
）�

由
縁
斎
貞
柳

狂
歌
若
葉
集
（
同
538 

553 

555 

560 

562 

573
）�

｛
唐
衣
橘
州　
　

平
秩
東
作
其
他

万
載
狂
歌
集
（
同
621 

623
）�

蜀
山
人
等

徳
和
歌
後
万
載
集
（　
　
　

 

第
十
297
）

家
つ
と
（
同
第
十
401 

407
）�

油
縁
斎
貞
柳

六
樹
園
家
集
（
同
第
十
458 

459
）

夷
歌
百
鬼
夜
狂
（　
　
　
　
　

 

511
）

　

以
上
狂
歌
集
は
日
本
名
著
全
集
の
「
狂
文
狂
歌
集
」「
新
群
書

類
従
」
第
十
巻
、
岩
波
文
庫
本
「
万
載
狂
歌
集
」「
徳
和
歌
後

万
載
集
」
の
四
書
に
よ
る
。
こ
の
四
書
互
に
相
重
複
せ
り
。

誹
風
柳
多
留（
上
中
下
）（
初
篇
よ
り
百
六
十
七
篇
ま
で

全
篇
を
凸
版
印
刷
に
せ
り

）�

柳
多
留
全
集
刊
行
会

近
世
文
芸
叢
書　

第
八
第
九
（
柳
多
留
三
十
篇
ま
で
）

　

柳
多
留
の
中
に
は
無
数
の
男
色
川
柳
が
あ
る
。
右
の
全
集
本

に
大
略
印
を
つ
け
て
置
い
た
。
外
に
「
袋
」
の
中
に
抜
書
も

あ
る
。

狂
文
狂
歌
集

新
群
書

新
群
書
第
十
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誹
風
末
摘
花
（
写
本
）
和
本
の
部
参
照
。

　
　

こ
れ
も
印
が
つ
け
て
あ
る
。

武
玉
川
（
名
著
文
庫　
　
　
　
　

 

）

　

初
篇
よ
り
十
八
篇
ま
で
。
男
色
の
も
の
に
は
印
を
付
け
て
あ

る
。

誹
風
柳
樽
通
釈　

第
一
、
二
、
三
ま
で
三
冊�

武
笠
山
椒

末
摘
花
難
句
註
解
（
謄
写
版
）�

五
猫
庵
人

川
柳
変
態
性
慾
志
（
限
定
）�

佐
藤
紅
霞

川
柳
江
戸
砂
子
（
芳
町
の
部
）�

今
井
卯
木

川
柳
吉
原
志
（
第
八
篇
第
五
章
陰
間
、
地
紙
売
）�

西
原
柳
雨

川
柳
江
戸
名
物
（
男
色
は
無
し
）�

同

川
柳
江
戸
歌
舞
伎
（
全
体
に
）�

同

　
　

右
七
書
の
内
最
後
の
も
の
最
も
参
考
と
な
る
。

諸
国
落
首
咄
（
帝
文　
　
　
　

 

中
）
元
禄　
十
一
年�

露
の
五
郎
兵
ヱ

　

351
（
巻
一
）
382
（
巻
五
）
387
（
巻
五
）
388
（
巻
五
）
四
十
強

狂
歌
あ
り
。
衆
味
少
キ
故
省

（
男
色
歌
謡
）

日
本
歌
謡
史�

高
野
辰
之

　
　

散
見
す
る
も
の
を
お
さ
へ
し
。
印
あ
り
。

淋
敷
座
之
慰
（　
　
　

 

六
264
）

川
柳
雑
俳
集

珍
本
全
書

新
群
書

　

寛
永
よ
り
延
宝
ま
で
の
流
行
歌
を
集
め
し
も
の
。
野
郎
万

才
。
野
郎
祭
文
。
野
郎
く
と
き
木
や
り
。
若
衆
く
と
き
船
歌

等
あ
り
。

歌
謡
音
曲
集
（　
　
　
　
　
　

 

）

　
　

未
読
。
探
索
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
船
唄
留
（
文
化
五
年
写
）�

向
井
将
監
秘
書

　

123
年
の
よ
は
ひ
。
126
花
笠
踊
。
135
月
見
。
135
花
揃
。
142
加
田

の
浦
。
146
若
衆
揃
。
150
武
蔵
野
。
154 

155 

157
思
へ
ば
永
し
。
164

平
が
す
り

伊
勢
音
頭

二
見
真
砂
（「
声
曲
類
纂
」
所
載
の
二
見
真
砂
と
は
別
物
）

　
　

211
た
わ
れ
天
狗
。

�

御
町
々
盆
踊
文
句
（�

安
政
年
間
、
出
羽
庄
内
の
盆
踊
歌
一
枚
摺
を

集
め
し
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

俗
曲
上
に
は
な
き

様
な
り
尚
可
調
。

色
竹
蘭
曲
集
（
土
佐
節
端
物
）（
享
保
頃
刊
）

　
　

6
袖
鏡
き
く
の
さ
か
づ
き
。
57
蓮
生
坊
道
行
（
男
色
に
非
ず
）

　
　
「
声
曲
類
纂
」
見
る
べ
し
。

歌
撰
集（
宝
暦
九
年
）め
り
や
す
也�

江
戸
浅
草
伊
セ
屋
吉
十
郎
板

日
本
名
著
文
庫

近
世
文
芸
叢
書　

第
十
一
巻　

俚
謡
よ
り

徳
川
文
芸
類
聚　

第
十
巻　

俗
曲
下
よ
り
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238
幾
久
慈
童
。（
男
色
の
描
写
あ
り
）

明
治
以
降
男
色
唱
歌
（
断
片
）

　

稲
垣
タ
ル
ホ
氏
の
記
憶
せ
る
も
の
を
写
し
置
き
た
り
。　

に

在
。

（
男
色
戯
文
）

●
弘
法
大
師
一
巻
之
書
（
和
本
の
部
を
見
よ
）

　
　
（
一
名
「
醜
道
秘
伝
」
と
名
づ
け
た
る
写
本
も
あ
り
）

●�

野
郎
実
語
教
（�　
　
　
　
　
　

 
巻
一
、
岡
場
遊
廓
考
の
内
122
頁
以

下
）

　
　

嗜き
し
や
う
け
ん

児
軒
好こ
う
ゆ
う
し

遊
子
の
序
あ
り
、
同
人
作
。
絵
入
。

●
野
郎
分
の
手
引
（
右
「
実
語
教
」
の
追
加
一
帖
也
）

　
　

跋
に
惟
時
元
禄
柔
兆
困
敦
才
晩
秋
云
々
。

●
若
道
之
勧
進
帖
（　
　
　

 

巻
四
）�
井
尻
忠
助
撰

　
　

勧
進
帳
に
擬
し
た
る
男
色
戯
文
。
引
例
多
し
。

●
古
今
若
衆
序
（　
　
　

 

巻
四
）�

細
川
玄
旨
法
印

　
　

古
今
和
歌
集
に
擬
し
た
る
男
色
讃
美
戯
文
。

　

右
二
書
は
「
軟
派
珍
書
往
来
」
に
も
。「
三
十
輻
」
本
よ
り
引

用
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袋

未
刊
随
筆
百
種

三
十
輻

三
十
輻

近
世
文
芸
叢
書　

第
七
巻　

擬
物
語
よ
り

仁
勢
物
語
通
補
抄
（
天
明
四
年
板
）�

江
戸
志
水
燕
十

　
　

109
穴
堀
百
段
。
自
か
ら
お
か
す
戯
歌
面
白
し
。

尤
の
双
紙
（
作
は
足
利
時
代
寛
永
十
一
年
板
）�

不
詳

　
　

全
体
に
亙
つ
て
男
色
こ
と
あ
り
。
印
を
つ
け
置
き
た
り
。

（
新
つ
れ
〴
〵
草
）（
宝
暦
明
和
の
頃
作
）�

伝
平
賀
鳩
渓

　
　

454
野
郎
中
居
の
語
あ
る
の
み
。

（
男
色
猥
褻
物
）

●
男
色
絵
巻
（
透
写
五
葉
）（
巻
物
）

　
　

醍
醐
寺
三
宝
院
の
絵
巻
の
三
分
一
程
の
写
し
也
。

●
男
色
掛
軸　

元
禄
よ
り
少
し
後
の
画
風
（
軸
）

●
男
色
山
路
の
露
（
三
巻
本
の
下
を
欠
く
）�

西
川
祐
信

　
　

墨
刷
横
本
二
冊
。

●
男
色
五
姿
（
原
作
者
未
詳
模
本
極
彩
色
）（
巻
物
）

　

舞
台
子
、
影
子
、
児
、
小
姓
、
地
若
衆
の
五
姿
也
。
化
政
度

頃
の
画
風
か
。

●
男
色
図
（
絹
大
式
紙
三
葉
極
彩
色
）�

橘
小
夢

同
性
サ
デ
イ
ズ
ム
図
（
絹
五
葉
巻
物
）�

同
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
俗ぞ
く

堪
麁
軍
談
（
男
色
の
部
の
み
の
写
本
）

　
　
（
九
篇
）
肛
門
に
鉾
を
か
ざ
る
腎
立
は
帷
幕
の
内
の
唾
物
。
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（
十
篇
）
慈
童
の
昔
は
七
百
余
才
爰
に
衆
道
ハ
初
物
の
七
十

　
　
　
　

 

五
日
。

旅
枕
五
十
三
次
（
男
色
の
部
の
み
の
写
し
）�

水
沢
山
人
玉
の
門
主
人

　
　

袋
井
、
江
尻
、
見
附
の
三
葉
。

新
日
暮
里
物
語
（
巻
二
第
三
回
の
絵
一
葉
写
し
）�

妙
開
程
由
画

恋
の
太
棹
（
上
、
久
松
と
番
頭
の
絵
写
し
）

同
書
（
中
、
吉
三
郎
と
釜
屋
武
兵
ヱ
の
絵
写
し
）

星
月
夜
糸
の
調
（
地
「
し
ま
や
」
の
絵
写
し
）

艶
道
日
夜
女
宝
記
（
衆
道
仕
入
の
文
及
絵
写
し
）

大
み
な
と
（
下
、
乱
菊
枕
衆
道
の
絵
写
し
）

絹
ぶ
る
い
（
男
色
挿
絵
五
葉
写
真
）

阿
奈
遠
加
之　

全
一
冊　

活
版
本

　
　

註
釈
つ
き
の
よ
き
本
也
。
男
色
の
事
多
し
。

枕
文
庫�
渓
斎
白
水
編
述

　
　

第
二
編
巻
一
に
衆
道
の
論
あ
り
写
し
あ
り
。　

の
中

（
男
色
に
関
係
あ
る
絵
画
）

浮
世
絵
の
顔�

吉
川
観
方
著

浮
世
続�

師
宣

風
流
四
方
屏
風�

鳥
井
清
信

役
者
絵
づ
く
し�

古
山
師
重

袋

や
ま
と
の
大
寄�

師
宣

婲
男
な
さ
け
の
遊
女
（
上
巻
）

絵
本
玉
か
づ
ら
（
下
巻
）　　
　
　

�

西
川
祐
信

菱
川
師
宣
画
譜

人
倫
訓
蒙
図
絵

好
色
訓
蒙
図
彙
（
一
冊
の
み
）

国
貞
画
「
鷹
匠
若
衆
」（
長
絵
軸
）　　
　
　
　
　
　
　

国
貞  　

歌
舞
伎
若
衆
立
姿
（
長
絵
複
製
）　　
　
　

 　
　

鳥
居
清
長

善
光
寺
蔵
「
美
童
図
」
六
葉
写
真　
　
　
　

 　
伝
岩
佐
又
平  　

　

元
禄
前
期
の
歌
舞
伎
若
衆
の
肖
像
画
也
。
元
は
宝
物
館
に
陳

列
せ
り
。

鬼
子
母
神

御
利
生

変
生
男
子
（
複
製
口
絵
切
取
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

「
岩
つ
ゝ
じ
」
挿
絵
写
真
六
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

　
　
《
外
に
笑
絵
は
別
項
を
見
よ
》

日
本
著
名
文
庫
「
風
俗
図
絵
集
」

　

6
「
和
国
諸
職
絵
図
」
ふ
で
ゆ
ひ
の
図
（
徒
弟
若
衆
）�

師
宣

　

10 

11
同
書
、
か
み
す
き
図
、
よ
ろ
ひ
さ
い
く
図
（
徒
弟
若
衆
）

　

38
「
和
国
百
女
」（
若
衆
）�

師
宣

　

105
早
川
は
つ
せ
、
中
村
七
三
郎
像�

清
信

　

114
佐
野
川
万
菊
像
（
色
子
）�

政
信

　

116
瀬
川
菊
之
丞
像�

鳥
居
清
満 鞄袋袋袋

⎭⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎬⎜

⎭⎬⎫

和
本
の

部
参
照

⎛⎝
⎞⎠

⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎫
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137
「
大
和
耕
作
絵
抄
」
大
名
行
列�

石
川
流
宣

174
「
同
」
小
姓
出
仕
の
図�

〃

189
「
同
」
小
姓
外
出
御
供
の
図�

〃

198
「
同
」
若
衆
盆
踊
図�

〃

212
「
同
」
重
陽
図�

〃

222
「
同
」
能
つ
ら
見
せ
図�

〃

234
「
同
」
若
衆
相
合
傘
図�

〃

304
「
絵
本
花
葛
蘿
」
若
衆
図�

鈴
木
春
信

438
「
役
者
夏
の
富
士
」
全
体
に
亘
つ
て
。�

勝
川
春
章

485
「
絵
本
満
都
鑑
」
舞
台
子
の
色
姿
（
よ
ろ
し
） 

　
　
＊
頭
注
「
よ
き
絵
」�

下
河
辺
拾
水

490
「
同
」
敦
盛
一
ノ
谷
図�

〃

742
「
絵
本
家
賀
御
伽
」（
全体

）
小
児
遊
技
、
お
も
ち
や
。

�
長
谷
川
光
信

750
「
同
」
小
田
原
外
良
若
衆
図
＊
頭
注
「（
外
良
）」�
〃

761
「
絵
本
御
伽
品
鏡
」
蓬
艾
売�

長
谷
川
光
信

762
「
同
」
も
ち
や
丁
稚�

〃

768
「
同
」
蒲
焼
屋
丁
稚�

〃

835
「
女
中
風
俗
艶
鏡
」
若
衆
図�

西
川
祐
信

高
野
山
霊
宝
館
蔵
恵
光
童
子　

矜
羯
羅
童
子

写
真�

国
宝

（
江
戸
時
代
男
色
随
筆
）

嬉
遊
笑
覧
（　
　
　
　

 

）�

喜
多
村
信
節

　
　
「
若
衆
か
ぶ
き
」
以
下
十
数
項
（
五
巻
下
）
大
成
本
上

　
　
「
男
篭
」
以
下
十
数
項
（
巻
九
下
）　　
　

大
成
本
下

　
　

高
野
六
十
奈
智
八
十
（
巻
十
二
下
）

塩
尻
（
上
下
二
冊
） 　
　
　
　

 �

天
野
信
景

　
（
上
巻
）
30
頁
382 

660 

693 

767
（
下
巻
）
270 

288 

401 

403 

594
等
の
頁
を
見

よ
。
又
下
巻
末
の
索
引
を
見
る
べ
し
。

塩
尻
（
上
下
） 　
　
　
　
　
　

 

第
三
期
巻
九
巻
十�

同

松
屋
筆
記
（
三
巻
） 　
　
　
　
　
　

 �

高
田
与
清

　
　

目
次
に
鉛
筆
に
て
丸
印
を
附
し
た
る
ヶ
所
男
色
也
。

甲
子
夜
話
（
上
下
） 　
　
　
　

 

第
三
期
巻
七
巻
八

�

平
戸
城
主
松
浦
静
山
公

　
（
上
巻
）
622
頁
（
下
巻
）
483
其
他
に
も
多
く
あ
る
べ
け
れ
ど
、

目
次
も
索
引
も
な
き
為
通
読
の
外
な
く
未
だ
果
さ
ず
。

一
話
一
言
（
上
下
） 　
　
　
　

 

別
巻

　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　
　
　

 

巻
四
、
五
）�

大
田
覃

　
　

目
次
に
丸
印
を
附
し
た
る
ヶ
所
男
色
也
。

翁
草
（
上
中
下
） 　
　
　
　

 

三
期
巻
十
一
、
十
二
、
十
三

�

神
沢
貞
幹

　
（
上
巻
）
84
頁
219 

370 

743 

746
（
中
巻
）
107 

121 

587 

591 

646 

687 

740 

743 

751 
随
筆
大
成帝

国
書
院
本

日
本
随
筆
大
成

国
書
刊
行
会
本

随
筆
大
成

随
筆
大
成

「
新
百
家
説
林
」

随
筆
大
成

⎭⎬⎫
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769
（
下
巻
）
119
―

122
遺
漏
あ
る
べ
し
。

海
録　

365 

431 

496 

504 

488 

526�

山
崎
成
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
村
載
筆
（
一
期
一
巻
）
44
頁�

林
羅
山

筆
の
す
さ
び
（
一
・
一
）
100

春
波
楼
筆
記
（
一
・
一
）
399

柳
亭
記
（
一
・
一
）
704 

709 
716

尚
古
造
紙
挿
（
一
・
一
）
791
堺
町
の
図�

不
詳

松
屋
棟
梁
集
（
一
・
二
）
144

近
世
女
風
俗
考
（
一
・
二
）
291 

365�

生
川
春
明

蘿
月
庵
図
書
漫
抄
（
一
・
二
）
512�

尾
崎
雅
嘉

煙
霞
綺
談
（
一
・
二
）
600�
西
村
白
鳥

柳
亭
筆
記
（
一
・
二
）
625 

639 

646 

667 

702 

708 

712 

721�
柳
亭
種
彦

　
　

引
用
文
多
く
面
白
き
記
事
多
し
。

橘
窓
自
語
（
一
・
二
）
791
（
799 

801
）
806 

816�

橋
本
経
亮

寸
錦
雑
綴
（
一
・
四
）
140 

164 

127�

不
詳

嚶
々
筆
語
（
一
・
五
）
149�

野
々
口
隆
正

遠
碧
軒
記
（
一
・
五
）
443 

446 

461 

515�

黒
川
道
祐

著
作
堂
一
夕
話
（
一
・
五
）
675�

瀧
沢
馬
琴

古
老
茶
話
（
一
・
六
）
14 

37 

83

以
下
随
筆
大
成
本

還
魂
紙
料
（
一
・
六
）
577 

581 

582 

593 

594 

596 

599 

607 

635 

636 

658�

柳
亭
種
彦

　
「
柳
亭
筆
記
」
と
い
ひ
之
と
い
ひ
、
種
彦
の
男
色
関
心
の
深
き

を
見
る
べ
し
。
又
用
捨
箱
も
。
自
伝
小
説
も
。「
よ
だ
れ
か

け
」
も
。
好
色
本
目
録
も
。
＊
頭
注
「「
種
彦
と
同
性
愛
」
の
研
究
」

な
り
立
つ
べ
し
。
下
示
の
外
資
料
多
し
。」

擁
書
漫
筆
（
一
・
六
）
724�

高
田
与
清

用
捨
箱
（
一
・
七
）
115 

139 

168 

187�

柳
亭
種
彦

撈
海
一
得
（
一
・
七
）
325 

335�

鈴
木
煥
郷

兼
葭
堂
雑
録
（
一
・
七
）
491�

木
村
孔
恭

北
辺
随
筆
（
一
・
八
）
109�

富
士
谷
御
杖

骨
董
集
（
一
・
八
）
287 

310 

314 

337 

348 

355 

425�

岩
瀬
京
伝

閑
際
筆
記
（
一
・
九
）
194�

藤
井
懶
斎

和
漢
大
平
広
記
（
一
・
九
）
213（
閑
際
筆
記
の
内
也
）

世
事
百
談
（
一
・
九
）
384�

山
崎
美
成

閑
田
耕
筆
（
一
・
九
（
550
）
564
男
化
女�

伴
蒿
蹊

閑
田
次
筆
（
一
・
九
）
718�

同

東
牗
子
（
一
・
十
）
146�

田
宮
仲
宣

嗚を
こ
た
り
ぐ
さ

呼
矣
草
（
一
・
十
）
217�

同

斎
諧
俗
談
（
一
・
十
）
280
男
化
女
、
二
タ
ナ
リ�

大
朏
東
華

秉
穂
録
（
一
・
十
）
735 

738 

742 

779�

岡
田
挺
之

嘉
良
喜
随
筆
（
一
・
十
一
）
178 

247 

254�

山
口
幸
充

⎭⎬⎫
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烹に
ま
ぜ雑
の
記
（
一
・
十
一
）
434�

滝
沢
馬
琴

一
時
随
筆
（
二
・
一
）
733�

岡
西
惟
中

当
代
江
都
百
化
物
（
二
・
一
）
792�

馬
場
文
耕

�

＊
頭
注
「
溝
口
出
雲
守
、
菊
之
丞
寵
愛
の
事
。」

兎
園
小
説
別
集
（
二
・
二
）
486�

滝
沢
馬
琴

八
十
翁
畴
昔
話
（
二
・
二
）
569 

581 

583�

新
見
正
朝

牟む

ぎ

こ

が

し

芸
古
雑
志
（
二
・
二
）
608 
635 

664�

瀬
川
如
皐
輯

画
証
録
（
二
・
二
）
791�

喜
多
村
信
節

兎
園
小
説
余
録
（
二
・
三
）
33 
68�

馬
琴

新
著
聞
集
（
二
・
三
）
293 

309�

不
詳

三
養
雑
記
（
二
・
三
）
515�

山
崎
美
成

近
世
奇
跡
考
（
二
・
三
）
708 

710 

720 

722 

730 

780 

795�

山
東
京
伝

筠
庭
雑
録
（
二
・
四
）
105 

112�
喜
多
村
信
節

勇い
さ
な
と
り

魚
鳥
（
二
・
四
）
183 

212�
北
山
久
備

蜘
蛛
の
糸
巻
（
二
・
四
）
296 

308�
岩
瀬
京
山

筠
庭
雑
考
（
二
・
四
）
531 

532 

594�

喜
多
村
信
節

閑
窓
自
語
（
二
・
四
）
680 

695 

697�

柳
原
紀
光

雑
説
嚢
話
（
二
・
四
）
721 

739�

林
自
見

玉
石
雑
誌
（
二
・
五
）
332�

栗
原
信
充

二
川
随
筆
（
二
・
五
）
404�

｛
山
川
素
石

細
川
宗
春

飛
鳥
川
（
二
・
五
）
418 

421 

422 

427 

429 

430 

434�

不
詳

江
戸
雀
（
二
・
五
）
496 

580�

不
詳

梅
翁
随
筆
（
二
・
六
）
56
外
に
天
狗
も
多
し
、
目
次
見
よ

桜
の
林
（
二
・
六
）
121�

千
家
尊
澄

十
八
大
通
（
二
・
六
）
698

本
朝
世
事
談
綺
（
二
・
六
）
712 

714 

717 

731 

758 

774 

811�

菊
岡
沾
凉

足
薪
翁
記
（
二
・
七
）
491 

522 

550 

565 

571
＊
頭
注
「
種
彦
」�

柳
亭
種
彦

南
留
別
志
（
二
・
八
）
28 

29�

荻
生
徂
徠

可
成
三
註
（
二
・
八
）
74�

篠
崎
東
海
等

北
窓
瑣
談
（
二
・
八
）
321�

橘
春
暉

三
省
録
（
二
・
八
）
413�

志
賀
忍

曲
肱
漫
筆
（
二
・
九
）
438�

不
詳

於
路
加
於
比
（
二
・
十
）（
606
）
618 

651 

662
＊
頭
注「
種
彦
」�

柳
亭
種
彦

難
波
江
（
二
・
十
一
）
473�

岡
本
保
孝

卯
花
園
漫
録
（
二
・
十
二
）
851 

581 

731 

800�

石
上
宜
続

義
士
随
筆
（
三
・
十
二
）�

山
崎
美
成

理
斎
随
筆
（
三
・
一
）
293�

志
賀
忍

中
陵
漫
録
（
三
・
二
）
226�

佐
藤
成
祐

柳
庵
雑
筆
（
三
・
二
）
398�

栗
原
信
充

賎
の
を
だ
巻
（
三
・
二
）
646 

648 

664�

森
山
孝
盛

噺
の
苗
（
三
・
三
）
491 

547
天
狗�

暁
鐘
成

　
　
（
三
期
巻
四
。
一
つ
も
印
な
し
。
再
調
す
べ
し
）
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春
雨
譚
（
三
・
五
）
649�

高
井
蘭
山

梅
園
日
記
（
三
・
六
）
447�

北
慎
言

後
は
む
か
し
物
語
（
三
・
六
）
572 

576 

577�

手
柄
岡
持

　
（
な
ほ
「
日
本
随
筆
索
引
」
正
続
に
よ
り
検
出
す
べ
し
。
右
は

自
か
ら
繙
読
し
印
を
つ
け
置
き
た
る
頁
の
み
を
掲
ぐ
。）

岡
場
遊
廓
考
（「
未
刊
随
筆
百
種
」
巻
一
）�

豊
芥
子

　

別
項
「
男
色
地
誌
」「
男
色
戯
文
」
に
記
し
た
る
も
の
の
外
、

男
色
文
献
の
抜
粋
あ
り
。

　
　
《
以
下　
　
　
　

 

本
な
り
》
※
頭
注
「（
以
下
「
燕
石
十
種
」）」

墨
水
消
夏
録
（
一
）
526�

蘭
洲
東
秋

独
寝
（
二
）
16�

柳
沢
淇
園

江
戸
真
砂
六
十
帖
広
本
（
二
）
338
写
浮
世
絵
写�

不
詳

三
座
家
狂
言
並
由
緒
書
（
二
）
499
狂
言
也�
不
詳

異
本
洞
房
語
園
（
三
）
29
女
カ
ブ
キ�
庄
司
勝
富

寛
天
見
聞
記
（
三
）
121 

122 

123 

128 

129 

131�
不
詳

江
戸
塵
拾
（
三
）
161
異
稚
児
渕�

不
詳

麓
の
花
（
三
）
338
竹
ノ
丞
寺�

山
崎
美
成

（
画
証
録
）（
続
一
）
24
＊
頭
注
「
前
出
」�

喜
多
村
信
節

（
江
戸
百
化
物
）（
続
二
）
193
＊
頭
注
「
〃
」�

未
詳

紙
屑
籠
（
続
二
）
240 

253 

256 

258 

259 

266 

268�

三
升
屋
二
三
治

燕
石
十
種

舞
曲
扇
林
（
続
二
）
297 

308�

河
原
崎
権
之
助

柳
亭
遺
稿
（
続
二
）
326
以
下
全
文
引
用
多
し
見
る
べ
し
。

�

＊
頭
注
「（
種
彦
）」
柳
亭
種
彦

疑
問
録
（
続
二
）
368
＝
372�

山
崎
美
成

色
道
大
鏡
（
続
二
）
410 

424 

473�

畠
山
箕
山

天
言
筆
記
（
新
一
）
163 

192 

193 

194 

199 

202
（
島
屋
の

番
頭

）�

飯
島
半
十
郎

筆
拍
子
（
新
五
）
464�

浜
松
謌
国

大
奥
秘
記
（
新
五
）
522�

村
山
摂
津
守

　
　

な
ほ
随
筆
索
引
に
よ
り
再
検
す
べ
し
。

　
（
以
下　
　
　
　
　

 

に
よ
る
。
前
掲
と
重
複
す
る
も
の
は
省

略
）

宝
永
落
書
（
巻
五
）

　
　

松
平
吉
保
に
関
す
る
も
の
其
他
。

瀬
田
問
答
（
巻
六
）（「
新
百
家
説
林
」
巻
三
）�

�

太
田
覃
問　

瀬
田
貞
雄
答

そ
ゞ
ろ
物
語
（
巻
八
）�

三
浦
浄
心

塵
塚
談
（
巻
九
）
14 

55�

小
川
顕
道

窓
の
す
さ
み
追
加
（
巻
十
）
28

老
の
長
咄
（
巻
十
二
）
目
次
。（
白
菊
）�

未
詳

　
（　
　
　

 

大
田
南
畝
の
蒐
集
せ
る
随
筆
集
。
四
巻
。
こ
の
書

近
古
文
芸

温
知
叢
書

三
十
輻
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に
は
「
雨
夜
物
語
」「
岩
つ
ゝ
じ
」「
若
道
の
勧
進
帳
」「
古
今

若
衆
序
」
の
四
大
篇
を
含
む
。
夫
々
の
項
に
記
し
置
き
し
が
、

他
の
諸
随
筆
は
未
読
の
も
の
多
く
、
後
日
再
検
す
べ
し
。）

　
　
（　
　
　
　
　

 
五
巻
索
引
）

檀
那
山
人
芸
舎
集
（
二
）
146
野
郎
狂
詩
二
首�

大
田
南
畝

巴
人
集
拾
遺
（
二
）
273 
276
詩�

同

千
紅
万
紫
（
二
）
289 

290
役
者
狂
言
。
前
詞
に
男
色
考
あ
り
。�

同

石
楠
堂
随
筆
（
三
）
528
子
英
尊
君
に
贈
る
男
色
恋
詩
。�

同

瓊
浦
雑
綴
（
三
）
609
有
王�

同

か
な
そ
き
（
金
曽
木
）（
三
）
717
風
来
山
人
730 
737�

同

南
畝
秀
言
（
三
）
761
自
休

　
　
（　
　
　
　
　

 

十
巻
）

伝
奇
作
書
拾
遺
（
一
）
86�
西
沢
一
鳳

同
残
篇
（
一
）
154
血
ダ
ル
マ�
同

同
附
録
（
一
）
369
雨
夜
三
杯
機
嫌
写
し�

同

皇
都
午
睡
（
一
）
510
男
色�

同

南
水
漫
遊
（
二
）
498
＝
501�

浜
松
歌
国

新
百
家
説
林

新
群
書
類
従

（
現
代
男
色
随
筆
（
書
籍
））
夫
々
の
項
に
記
入
せ
ざ
り
し
も
の

可
美
古

随
筆

安
倍
川
餅
（
昭
和
八
年
）�

法
月
俊
郎

　
　

清
見
寺
膏
薬
の
考
証

愛
と
残
酷
（
大
正
十
四
年
）�

田
中
香
涯

　

女
子
同
性
愛
と
犯
罪
、
異
性
化
に
つ
い
て
、
同
性
愛
と
睾
丸

移
植
。

槐
多
の
歌
へ
る　
　
　
（
ギ
リ
シ
ヤ
的
同
性
愛
精
神
に
充
つ
）�

村
山
槐
多

槐
多
の
歌
へ
る
其
後

南
方
随
筆�

南
方
熊
楠

続
南
方
随
筆

南
方
閑
話�

南
方
熊
楠

　
　

男
色
に
関
す
る
内
外
の
考
証
極
め
て
多
し
。

僧
房
綺
談�

服
部
如
実

　

醍
醐
寺
の
僧
、
同
寺
蔵
書
に
よ
り
児
華
や
か
な
り
し
頃
を
想

見
せ
る
一
文
あ
り
。

江
戸
時
代
の
男
女
関
係
（
昭
和
四
年　

博
文
閣
）�

田
中
香
涯

　
　
「
男
娼
」
の
章
あ
り

　
　

人
名
カ
ー
ド
見
よ
。
徳
川
家
光
、
柳
沢
吉
保

（
特
殊
人
物
研
究
資
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀
源
内
、
風
来
山
人

⎭⎬⎫

⎭⎬⎫
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平
賀
源
内
全
集
（
三
冊
本
下
巻
未
入
手
）

平
賀
実
記
（　
　
　
　

 

巻
二
）
天
明
年
間
著�

檪
斉
老
人

平
賀
鳩
渓
実
記
（　
　
　
　

 

第
四
）
右
と
同
本
也
。�

同

風
来
紅
葉

金
唐
革
（　
　
　
　

 　
　

巻
一
）�

不
詳

　

天
明
二
年
（
源
内
入
牢
後
三
年
）
刊
。
源
内
蝦
夷
落
説
。
事

実
小
説
。

偉
人
史
叢

平
賀
源
内
（
昭
和
二
十
九
年
）�

水
谷
弓
彦

　
　
　
　
　
　

 

偉
人
史
叢

柳
沢
吉
保�

工
藤
武
重

　
《
徳
川
家
光
、
綱
吉
、
堀
田
正
盛
、
世
阿
弥
、
そ
の
他
研
究
す

べ
き
人
物
夥
し
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
カ
ー
ド 

を
参
照
す

べ
し
。》

（
雑
資
料
）

日
本
若
者
史�

中
山
太
郎

若
者
と
風
俗
（　
　
　
　

 　
　
　

第
九
巻
）�

中
山
太
郎

（
雑
誌
切
取
）

　
　
　
　
　

同
性
愛
及
異
性
愛
の
心
理�

大
槻
憲
二

燕
石
十
種

温
知
叢
書

徳
川
文
芸
類
聚

柳
沢
吉
保

日
本
風
俗
史
講
座

一
般
論

同
性
愛
の
悲
劇
「
淋
し
さ
の
泉
」
に
つ
い
て�

宮
田
斉

同
性
愛
剔
抉
録
（
附
現
代
同
性
愛
の
社
会
分
析
）�

高
橋
鉄

　
　
（
以
上
雑
誌
「
精
神
分
析
」
同
性
愛
と
異
性
愛
号
）

変
態
性
慾
（「
犯
罪
科
学
」
昭
和
六
年
四
月
号
）�

大
隅
為
三

愛
す
る
戦
友
（
同　

昭
和
五
年
十
一
月
）�

丸
木
砂
土

同
性
愛
考
（
同　

昭
和
六
年
九
月
）�

井
沢
三
樹

恋
愛
と
友
愛
（
不
明
、
文
学
雑
誌
ら
し
）�

丸
木
砂
土

同
性
愛
考
（
婦
人
公
論
か
）�

浜
尾
四
郎

同
性
愛
へ
の
一
考
察
（「
犯
罪
科
学
」
昭
和
七
年
一
月
）

�

伊
福
部
隆
輝

小
児
愛
好
症
の
病
理
（
同
七
年
二
月
）�

巴
陵
宣
祐

　
　
　
　
　
　

 

俳
人
芭
蕉
の
同
性
愛�

岩
田
準
一

男
色
心
中
論�

同

江
戸
か
げ
ま
の
末
路　
　
　
凡
て
「
犯
罪
科
学
」

又
ハ
「
犯
罪
公
論
」�

同

美
少
年
不
破
万
作
の
逸
話�

同

宿
場
の
か
げ
ま
茶
屋�

同

か
げ
ま
綺
談�

岩
田
準
一

闇
将
軍
家
光
（「
日
本
及
日
本
人
」
昭
和
八
年
一
月
号
）

�

三
田
村
鳶
魚

江
戸
時
代
及
其
前
期

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧

⎭⎜⎜⎜⎬⎜⎜⎜⎫
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男
を
愛
す
る
男
（「
週
刊
朝
日
」
昭
六
年
七
月
十
九
日
）

�

田
中
香
涯

稚
児
華
や
か
な
り
し
頃
（「
宗
教
往
来
」
昭
和
八
年
二
月
号
）

�

服
部
如
実

銀
鶏
「
変
生
男
子
の
説
」（「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
昭
四
、
一
月
）

�

斎
藤
昌
三

湯
島
夜
話
（「
犯
科
」
昭
六
、
二
月
）�

宮
川
曼
魚

我
が
国
寺
院
に
於
け
る
俗
少
年
教
育
（「
宗
教
研
究
」　　

昭
八
、
一
、
二
月

）�

高
橋
俊
乗

女
装
の
男
（「
犯
科
」
昭
五
、
六
月
）�

渥
美
清
太
郎

女
形
行
状
記
（
同
昭
六
、
八
月
）�

魚
大
学

水
茶
屋
若
衆
茶
屋
（「
文
芸
倶
楽
部
」
昭
五
、
八
月
）�

夢
想
兵
衛

稚
児
（「
日
本
評
論
」
昭
十
一
、
三
月
）
＊
頭
注
「
小
説
」�

今
春
聴

　
　
「
児
灌
頂
」
の
事

　
　
　
　
　

旧
友
潤
一
郎
（「
文
芸
春
秋
」
昭
八
、
三
月
）�

辰
野
隆

小
説
「
釜
ヶ
崎
」（「
中
央
公
論
」
昭
八
、
三
月
）
＊
頭
注
「
小
説
」

�

武
田
麟
太
郎

秘
密
の
姉
妹
（「
婦
人
公
論
」
昭
十
一
年
四
月
特
輯
）

�

片
岡
鉄
兵
批
判

新
東
京
陰
間
図
（「
犯
罪
科
学
」
昭
五
、
七
月
）�

三
村
徳
蔵

現
代

女
形
の
種
々
相
と
同
性
愛
（
娯
楽
雑
誌
）�

荻
原
鬼
男

当
世
陰
間
覗
き
（「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
昭
六
、
七
月
）�

伴
中

或
る
特
異
性
格
者
の
告
白
（「
犯
公
」
昭
八
、
六
月
）�

三
村
徳
蔵

昭
和
男
色
噺
（
大
阪
日
々
新
聞　

昭
和
八
年
十
二
月
廿
日
以
降
）

　
　
　
　

 

（
こ
の
項
は
本
来
外
国
の
部
に
記
す
べ
き
も
の
）

肉
屋
に
化
け
た
人
鬼
（「
中
公
」）�

牧
逸
馬

女
装
曲
芸
師
バ
ル
ベ
ツ
ト
（「
犯
科
」
昭
六
、
四
月
）�

城
戸
睦
夫

化
粧
室
の
哲
学
（
同
昭
六
、
三
月
）�

サ
ー
ド　
　

丸
木
砂
土
訳

プ
ル
ウ
ス
ト
覚
書
（「
新
潮
」
？
）�

堀
辰
雄

未
開
人
種
の
同
性
愛
（｢

犯
公｣

昭
七
、
二
月
）�

ラ
ム
パ
ク
ス

モ
ル
ト
ケ
伯
の
男
色
裁
判
（
同　

昭
七
、
一
月
）�

伊
東
鋭
太
郎
訳

サ
ー
ド
侯
と
そ
の
作
品
（｢

犯
科｣

昭
五
、
十
月
）�

大
隈
為
三

ヒ
ル
シ
ユ
フ
エ
ル
ト
博
の
印
象（「
犯
科
」
昭
六
、
六
月
）�

諸
家

�
�

（
追
加
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
性
愛
と
文
学
（
ユ
マ
ニ
テ　

昭
和
十
二
年
四
月
号
）�

富
田
幸

其
角
伝
雑
考
（
国
語
国
文　

昭
十
二
年
八
月
号
）

�

＊
頭
注
「
其
角
と
小
山
三
」
鳥
居
清

弁
草
紙
（
旅
と
伝
説　

昭
十
二
年
八
月
）�

藤
井
万
喜
太

児
観
音
縁
起
絵
詞
（
好
古　

昭
和
十
三
年
五
月
号
）�

内
藤
尭
宝

男
色
異
風
考
（
ユ
マ
ニ
テ　

昭
十
二
年
九
月
号
）�

森
山
恒
春

外
国
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（
合
本
）
の
記
事
中
男
色
に
関
す
る
も
の
を
抜
粋

大
正
十
三
年

九
、
十
月
号��

古
今
若
衆
序

〃��
�
�

剥
野
老
序
跋

〃��
�
�

新
野
郎
花
垣
序

〃��
�
�

野
良
三
座
詫
序

〃��
�
�

雨
夜
三
盃
機
嫌
序

十
三
年　

十
一
月
号

13��

貞
享
四
「
諸
国
敵
討
」
の
挿
絵

〃��

36�

「
浮
世
づ
く
し
」
の
考
証

十
四
年

一
月�

43�

宮
崎
三
昧
氏
野
良
本
売
払
の
手
紙

十
四
年

二
、
三
月

51��

自
笑
作
「
男
色
藁
人
形
帰
り
新
座
」
の
こ
と

十
四
年
口

八
月　

ヱ

16��

野
良
評
判
記
「
延
命
字
学
集
」
の
こ
と
及
口
ヱ
写
真

〃��

13�

逸
題
野
郎
評
判
記

十
四
年

九
月�

14�

菱
川
師
宣
絵
本
年
表

〃��

51�

書
物
往
来
叢
書　

野
郎
も
の
の
評

十
四
年

十
、十
一
月�

48�

「
若
衆
物
語
」
の
考
証

十
四
年
口

十
二
月
ヱ��

�

「
延
命
字
学
集
」
写
真
（
十
五
年
四
月
号
口
ヱ
及
終
巻
裏

表
紙
写
真
と
並
せ
て
四
葉
出
づ

）

十
五
年

一
月�

14�

「
難
波
の
顔
は
い
せ
の
白
粉
」
抜
粋

〃��

16�

「
若
衆
物
語
」
の
考
証

〃��

29�

衆
道
の
吉
三
の
廓
通
ひ
の
俗
謡
の
こ
と
（
十
五
年
二
月

号
へ
つ
ゞ
く

）

〃
表
紙
裏��
�

「
三
芝
居
子
供
推
量
物
語
」
の
写
真

�
�
�
�

伊
セ
の
白
粉
別
題
也�

（
以
上
）

書
物
往
来

　
　
　
　
　
　

 

全
揃　

男
色
関
係
事
項

第
二
号　

二
形
丹
後

第
三
号　

国
芳
の
男
色
絵
。
性
辞
典
（
上
）

第
八
号　

人
商
人

臨
時
号　

性
辞
典
。
男
色
記
事
雑
誌
名
。
島
屋
の
番
頭
。

�
�
�
�

五
指
の
法
。

第
十
号　

御
物
上
リ

第
二
巻

第
八
号��

�

男
色
随
筆

第
九
号　

男
色
会
本

第
十
号　

カ
ー
マ
ス
ー
ト
ラ
、
ラ
テ
イ
ラ
ハ
ス
ヤ
。

第
十
一
号　

三
人
共
狎

第
三
巻

第
一
号��

�

男
色
新
聞
記
事
切
抜

第
二
号　

男
色
小
咄
。
す
は
り
考
。
綿
貫
小
説
。

第
三
号　

伎
道
一
夕
話
。
女
性
同
性
愛
。
綿
貫
小
説
。

第
四
号　

男
色
小
咄
。
綿
貫
小
説
。

廃
刊
号　

旅
役
者

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

夫
々
の
項
に
書
入
れ
た
る
外
。

五
人
女
輪
講�

南
方
そ
の
他

鹿
の
巻
筆
輪
講

江
戸
繁
昌
記
輪
講

男
色
忌
避
の
商
見
世�

松
本
亀
松

変
態
資
料

江
戸
生
活
研
究　

彗
星
合
本
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大
阪
発
行　
　

 

全
巻
よ
り
及
明
治
四
十
三
年
一
月
十
二
日
破
蕾
号　

至
明
治
四
十
五
年
七
月
十
五
日
凋
落
号

（
破
蕾
号
）　�

5�　

元
禄
劇
場
の
淫
風
。
13　

紅
絵
、
地
紙
売
（
鳥

居
清
満
）
※
頭
注
「
レ
印
外
全
部
原
本
見
て
カ
ー
ド
を
書

く
べ
し
」

（
第
二
枝
）　

4　

明
和
伎
鑑
（
禁
止
評
判
記
）

（
第
三
枝
）　

4　

力
量
の
違
ふ
人
々
（
絵
）

（
第
四
枝
）　

19　

よ
だ
れ
か
け
解
題
（
永
田
文
庫
）

（
第
七
枝
）　

9　

小
間
物
売
、
煙
草
売
の
絵
。

（
第
八
枝
）　

19　
「
役
者
八
景
」
延
宝
八
年
評
判
記
。

（
第
九
枝
）　�

10�　

女
尻
打
祭
三
図
。
1　

古
山
師
重
四
座
役
者
絵

画
の
一
図
。

（
第
十
枝
）　

5　

山
路
の
露
と
同
じ
絵
を
春
信
と
し
て
出
せ
り
。

　
　
　
　
　

7�　

小
太
夫
鹿
子
。
10　

鹿
の
巻
筆
挿
画
。
18　

色

子
と
い
ふ
男
。

（
第
十
一
枝
）　

7　

師
宣
筆
若
衆
図

（
第
十
二
枝
）　

19　

大
阪
の
明
治
前
の
カ
ゲ
マ
実
情
（
夢
蘭
生
）

（
第
十
三
枝
）　

15　

犬
つ
れ
〴
〵
挿
絵

（
第
十
四
枝
）　

13　

野
郎
の
文
字
絵

（
第
十
七
枝
）　

21�　
東西

同
性
色
情
史
（
美
少
年
論
）
紅
夢
楼
主
人
の

広
告

（
第
十
八
枚
）　

8　

香
具
若
衆
。�

19
若
衆
の
痔
疾
。
「
外
科
治
療
集
」　　

貞
享
元
、
中
村
宗
璵

此
花

（
第
二
十
一
枚
）　

8　

婦
女
を
姣
童
に
代
用
せ
し
事
（
南
方
）

　
　
　
　
　
　
　

98　
「
百
人
局
」
若
衆
と
僧
の
図

　
　
　
　
　
　
　

15　

好
色
一
代
若
衆
（
難
波
立
聞
昔
語
）

（
凋
落
号
）　

4　

大
惣
本
の
売
価

東
京
発
行　
　

 

全
巻
よ
り
（
及
大
正
元
年
十
一
月
一
日
第
一
号

至
大
正
三
年
九
月
十
日
第
廿
四
号

）

（
第
八
号
）　　

13　

菱
川
師
重
若
衆
図

（
第
十
六
号
）　

17　

石
川
豊
信
若
衆
図

（
第
廿
三
号
）　

17　

奥
村
利
信
若
衆
図
（
都
の
九
重
山
本
京
蔵
）

　
　
　
　
　
　

18　

歌
舞
伎
若
衆
の
頭
髪
（
一
）

（
第
廿
四
号
）　

19　

右
（
二
）

（
同
性
愛
に
関
す
る
ノ
ー
ト
）
一
ま
と
め
に
し
て
袋
に
あ
り

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
の
ひ
そ
か
な
る
情
熱
（
精
神
分
析
連
載
の

切
取
）

ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
の
話
（「
新
青
年
」
昭
十
年
初
掲
載
文
の
切
取
）

�

シ
モ
ン
ヅ｢

伊
太
利
ル
ネ
サ
ン
ス｣

中
同
性
愛
人
名
カ
ー
ド
其
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
「
日
本
の
ホ
ー
マ
ー
」
未
完
稿
。
藻
屑
物
語
に
関
す
る
考
証
文
。

「
藻
屑
物
語
」
に
関
す
る
断
片
写
し
も
の
（
三
綴
）

�「
外
国
人
の
見
た
る
日
本
衆
道
」「
衆
道
狂
歌
集
」
そ
の
他
。
薄
葉

此
花

シ
モ
ン
ヅ
袋
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に
筆
記
。

芸
者
宿
ノ
ー
ト
（
三
綴
）

舞
子
、
踊
子
、
白
拍
子
、
女
歌
舞
伎
等
に
関
す
る
ノ
ー
ト
。

原
始
社
会
の
同
性
愛
ノ
ー
ト

江
ノ
島
児
ヶ
淵
、
宦
官
、
男
色
今
鑑
目
次
、
等
の
ノ
ー
ト
一
綴

喝
食
ノ
ー
ト

柳
樽
と
末
摘
花
抜
粋
ノ
ー
ト

踊
子
発
生
図
式
（
手
紙
複
写
）
踊
子
論
、
二
綴

カ
ー
ド
大
小
二
種　
　
　
　
　

 
に
あ
り

他
に
岩
田
君
と
文
通
の
手
紙
複
写
薄
様
存
せ
る
も
の
あ
り
。

槐
多
「
二
少
年
図
」（「
文
体
」
昭
和
九
年
六
月
号
掲
載
文
の
切
取
）

「
パ
イ
デ
ラ
ス
テ
イ
ヤ
」
ス
ク
ラ
ツ
プ
ブ
ツ
ク

昭
和
十
六
年
七
月
岩
田
君
ニ
送
レ
ル
カ
ー
ド
の
控

�

（
コ
ノ
外
ニ
モ
少
々
）

�
�

辞
（
辞
書
）　�

三

�
�

研
（
研
究
）　�

十
二

１　

地
（
地
誌
）　�

八　

遊
里
細
見
ノ
ル
イ
ヲ
モ
含
ム�

一
〇
六

�
�

法
（
禁
令
）　�

二　

酒
落
本
ワ
剝

�
�

随
（
随
筆
）　�

八
十
一

五
ッ
引
抽
斗

�
�

能

３　

狂
言

�
�

脚
（
狂
言
本
、
院
本
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
十
七

４ ｛
評
（
判
記
）
？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

一

　
　

平

　
　

室
（
徳
川
以
前
）　

十
四

　
　

仮
名

　
　

浮
（
世
草
子
）
四
十
一

　
　

青

２　

黒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
〇

　
　

人

　
　

合　
　

徳
川
下
期　

十
三

　
　

洒

　
　

滑

　
　

草

　
　

小
明
治
以
後　

二

　
　

詩　

七

　
　

俳
諧
連
句　

十
一

６　

狂　

十
四　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五

　
　

川
（
研
究
を
含
む
）　

八

　
　

哥　

六

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧

⎭⎜⎜⎜⎬⎜⎜⎜⎫

⎩⎜⎨⎜⎧⎩⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎧

⎭⎜⎜⎜⎜⎬⎜⎜⎜⎜⎫

⎭⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎬⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎜⎫

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧

⎭⎜⎜⎜⎬⎜⎜⎜⎫
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５ ｛
落
（
小
噺
）　

二
十

７ ｛
絵

８ ｛
ワ
印　

二

　
　

雑
誌　

三
十
三

　
　
　
　

合
計
三
三
五
枚

　
　
　
　

外
ニ
岩
田
目
録
訂
正
カ
ー
ド　

三
十
六

【
注
】

１　

若
槻
保
治
『
古
浄
瑠
璃
の
新
研
究　

延
宝
・
享
保
篇
』（
新
月
社
、
昭
和
十

四
年
）
の
藤
井
乙
男
に
よ
る
書
評
切
抜
。

2　

月
川
和
雄
「
Ｊ
・
Ａ
シ
モ
ン
ズ
と
熊
楠
、
乱
歩

―
男
色
論
の
周
辺
か
ら
」

『
本
』
講
談
社
、
平
成
五
年
四
月
、
古
川
誠
「
江
戸
川
乱
歩
の
ひ
そ
や
か
な
る

情
熱

―
同
性
愛
研
究
家
と
し
て
の
乱
歩

―
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至

文
堂
、
平
成
六
年
十
二
月
、
渡
辺
憲
司
「
江
戸
川
乱
歩
と
男
色
物
の
世
界
」『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞　

別
冊
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀
』
至
文
堂
、
平
成

十
六
年
八
月
他

3　

岩
田
と
乱
歩
と
の
研
究
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
江
戸
川
乱
歩
の
半
生
と
近
世

資
料
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
平
成
十
七
年
十
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4　

板
坂
則
子
『
江
戸
時
代
恋
愛
事
情　

若
衆
の
恋
、
町
娘
の
恋
』
朝
日
新
聞
出

版
、
平
成
二
十
九
年
、
染
谷
智
幸
・
畑
中
千
晶
編
『
男
色
を
描
く
』
勉
誠
出
版

　

平
成
二
十
九
年

5　

乱
歩
の
古
典
籍
の
多
く
は
現
在
立
教
大
学
図
書
館
が
所
有
し
て
お
り
、『
江

戸
川
乱
歩
旧
蔵
江
戸
文
学
作
品
展
図
録
』（
立
教
大
学
図
書
館
、
平
成
十
七
年
）

に
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

6　

正
し
く
は
「
近
代
日
本
文
学
大
系
」

7　
『
日
本
売
笑
史
』
は
中
山
丙
子
（
太
郎
）
著
、
寸
美
会
発
行
、
明
治
三
十
九

年
刊

8　

正
し
く
は
明
和
壬
辰
序

9　

不
詳


